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１．議事日程（令和元年第４回北広島町議会定例会）

令和元年１２月１０日

午 前 １ ０ 時 開 議

於 議 場

一般質問

≪参考≫

２．出席議員は次のとおりである。

３．欠席議員は次のとおりである。

４．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名

５．職務のため議場に出席した事務局職員

日程第１ 一般質問

梅 尾 泰 文 ①山林整備をどう考えるか

②空き家をどう定住につなげるか

美 濃 孝 二 ①保育士確保のため給与上乗せなど処遇改善を

②事業ごみ、ホープタクシーのその後を問う

山 形 しのぶ

大 林 正 行

服 部 泰 征

北広島町の強みをどう考えるか

火災予防の取り組みを伺う

災害避難所の運用と状況は

１番 濱 田 芳 晴 ２番 美 濃 孝 二 ４番 湊 俊 文

５番 敷 本 弘 美 ６番 森 脇 誠 悟 ８番 山 形 しのぶ

９番 亀 岡 純 一 １０番 梅 尾 泰 文 １２番 服 部 泰 征

１３番 伊 藤 淳 １４番 中 田 節 雄 １５番 大 林 正 行

１６番 宮 本 裕 之

３番 真 倉 和 之 １１番 室 坂 光 治

町 長 箕 野 博 司 副 町 長 中 原 健 教 育 長 池 田 庄 策

芸北支所長 清 見 宣 正 大朝支所長 竹 下 秀 樹 豊平支所長 益 田 智 幸

危機管理課長 野 上 正 宏 総 務 課 長 畑 田 正 法 財 政 課 長 植 田 優 香

企 画 課 長 砂 田 寿 紀 税 務 課 長 矢 部 芳 彦 福 祉 課 長 細 川 敏 樹

保 健 課 長 福 田 さちえ 農 林 課 長 落 合 幸 治 商工観光課長 沼 田 真 路

建 設 課 長 川 手 秀 則 町 民 課 長 迫 井 一 深 上下水道課長 中 川 克 也

消 防 長 石 井 雅 宏 学校教育課長 石 坪 隆 雄 生涯学習課長 西 村 豊

会計管理者 畑 田 朱 美 国土調査事務所長 中 川 俊 彦



- 2 -

議会事務局長 坂 本 伸 次 議会事務局 田 辺 五 月

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午 前 １０時 ００分 開 議

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） おはようございます。ただいまの出席議員は１３名です。定足数に達してお

りますので、これから本日の会議を開きます。本日の議事日程は、お手元に配付したとおりで

すが、１２月５日の本会議において、提案説明に誤りがあり、訂正の申し出がありましたので、

これを許します。町民課長。

○町民課長（迫井一深） １２月５日の本会議におきまして、議案第９７号、令和元年度北広島町

国民健康保険特別会計補正予算第２号の説明の中で、事項別明細書、歳入１ページ、５款１項

１目、一般会計繰入金の補正後の合計額を、１６億１１８７万２０００円と説明しましたが、

正しくは１億６１８７万２０００円です。訂正し、お詫びいたします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

日程第１ 一般質問

○議長（宮本裕之） 日程第１、一般質問を行います。質問時間は３０分以内とし、また、質問及

び答弁においては、簡潔に行っていただくようお願いしておきます。質問の通告を受けており

ますので、登壇して、マイクを正面に向けて、一般質問を行ってください。１０番、梅尾議員

の発言を許します。

○１０番（梅尾泰文） １０番、梅尾泰文であります。今回の一般質問で、私は６０回目を迎えま

す。年４回の定例議会で一般質問をしました。その結果、掛け算をしてみたら、１５年になる

んだなというふうに今思っているところであります。前置きは、この程度にしまして、大綱２

点について、一般質問の通告をしておりますので、一般質問を始めさせていただきます。１問

目は、山林整備をどう考えるかであります。我が町の面積は６４６㎢と、非常に広いわけでご

ざいます。とりわけ山林については、８３％から８６％ぐらいだというふうに、私は記憶をし

ているわけでありますけども、非常に山林の面積も広うございます。整備がされていない山林

では有害鳥獣が増えて、山林や農作物にも非常に影響が出ているというのは、我が町だけでは

もちろんありませんけれども、非常に深刻な問題になっているわけであります。まず最初に、

６４６㎢のうち、国土調査が進んでいるわけでございますけども、全て進んでいるという状況

にはないというふうにお聞きをしております。まず、国土調査が終了している内訳を旧町ごと

に山林、耕地部分について、まずお聞きをしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 国土調査事務所長。

○国土調査事務所長（中川俊彦） 国土調査のご質問ですので、国土調査事務所から答弁申し上げ
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ます。国土調査の終了している内訳を旧町ごとに申し上げます。耕地部につきましては、４地

域とも調査が終了しております。山林部につきましては、芸北地域と豊平地域が終了しており

ますが、大朝地域と千代田地域においては、現在調査中です。両地域の平成３０年度末時点の

進捗状況でございます。大朝地域の山林部７７㎢のうち４７㎢が終了し、山林部の進捗率は６

１％。千代田地域の山林部１４４㎢のうち２６㎢が終了し、進捗率は１８％となっております。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 旧町でいえば、千代田地域と大朝地域が、山林部についてまだ未調査であ

るということであります。大朝については、進捗状況が６１％、千代田については、わずか１

８％ということを、今お伝えを願いましたけれども、これから、この国土調査を進めていかれ

る、今でも進めていかれておりますけども、どのような方法で進めていくのか。今まで行って

きていた、所有者の方たちに立会をお願いをして進めるというふうな方法で行うとすれば、随

分と、何十年も先になるであろうと。調査が終了するのは、そういうふうな状況であろうとい

うふうに思うわけでありますが、今まで同様の方法で調査をしていくのか、これから先に、違

う方法でスピードアップを図っていき、土地の所有者等に理解をしていただくというような方

法があるのかどうかをお聞きをしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 国土調査事務所長。

○国土調査事務所長（中川俊彦） 今後何年かかるのか、早く進める方法のご質問でございます。

ただいま未調査面積が現時点で１５０㎢ございますが、近年の年間の調査面積では１㎢程度で

ありますので、終了時期が見込めない状況にございます。早く進める手だてですが、調査の進

まない原因として、所有者が、境界が分からないため、境界確定ができないことや、相続登記

等がなされていないため、所有者調査が難航していることなどがあります。これらの解消のた

め、国は、国土調査法の改正を予定しておりまして、所有者確認等の事務の効率化を図ること

としています。また、現地調査については、航空レーダー測量、空中写真等の新技術の導入な

どが検討されています。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 今答弁がありましたように、隣地との境が分からないというふうな状況で

あるので、伐採にしても、売買にしても、植林にしても、相続もうまくいっていないという、

そういう状況の中で、なかなか森林の、山の整備が進めていくことができない、国土調査が進

めていくことができないというようなことがあります。まず、国土調査を済んでいるところは

当然あるわけですから、残っているところをできるだけ早く国土調査をして、権利関係をしっ

かりし、隣地との境も何らかの方法でしっかりする。そういうことをしていかないと山林の保

全管理ができにくいという状況があろうというふうに思います。ですから、いずれにしても国

土調査をするということからでないと、なかなか有害鳥獣の問題にしても、山が荒れるという

問題にしても解決できないというふうに、その物事は流れができているというふうに思います。

当面、今のやり方でない方法も今答弁されましたけれども、仮に今までの方法でするとすれば、

今の人数で何年かかっていけるのか。これも国の予算も関係することでありますし、町の予算

も関係することでありますが、仮に当町が一気にやりますよというふうなことになる方法もあ

るのかもしれませんが、当面どのような状況が今あるのかということをお聞きをしてみたいと

思います。

○議長（宮本裕之） 国土調査事務所長。
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○国土調査事務所長（中川俊彦） 今後何年ということでございますが、先ほど申しましたように、

近年の年間の調査面積では、１㎢程度でございますので、単純に、今１５０㎢あと残っており

ますので、１㎢ベースでいけば１５０年かかってしまいますので、仮に３㎢でしたら、５０年

ということになると思いますけれども、すみません、繰り返しになって申し訳ないんですけど

も、これらを解消するために制度改正後の準則等で照らして、今後の事務を効率化を進めてい

きたいと思っております。併せて、最新のリモートセンシングというらしいですけども、航空

レーダー測量、空中写真等を使用して、山に登らずに、集会所等で境界の確認をしていって、

時間短縮を図るというふうな方法を、併せて導入を検討して、スピードアップにつなげてまい

りたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） なかなか、歯切れのいい答弁というのは難しいだろうというふうに思いま

す。１５０㎢今残っていますよ、１年に１．５㎢ずつしか事業ができないとすれば１５０年か

かります。その面積を少し、短縮をすれば５０年ぐらいですよというふうな言い方であります

が、いずれにしても個人の財産の境界等でありますけれども、今、どこの県、市町にしても国

の力、あるいは市町の力で、それぞれの方たちの権利をしっかりとさせるような国土調査が進

んでいるわけでありますから、急いで新しい技術を採用しながら、今ありました、空からそう

いう境ができるような方法、現地に行かなくてもという意味だろうというふうに思いますけど

も、そういうふうなスピードアップを図っていって、山の管理がしっかりできる、家族の方に

も相続をできるような方法の基礎をまず作る必要があるだろうというふうに思います。もう少

し後に、また詳しいことをお聞きしたいというふうにも思いますけども、今これまで、権利の

はっきりした山林の整備については、２００７年度に広島県が導入しました、ひろしまの森づ

くり事業というのがあると思うんですけども、それによって、個々人、あるいは団体が里山を

整備をしてきたということであります。これが１２年すでに経過をしておるというふうに思い

ます。その森づくり事業で、この町の方たちがどのぐらいこの事業を利用されて、面積もそう

でありますけども、どのような効果が出てきたのか、この事業については、多分、広島県の県

民税の均等割部分が使われて、北広島町には全く予算を出さなくてもできる事業だというふう

に、私は思っているんですけども、その事業がどの程度利用されて、どの程度の効果が認めら

れたのかというのをお教えいただきたいと思います。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 天然林整備及び竹林整備、マツクイムシの被害林整備、これを合わせま

して、１２年間で補助件数が３７２件、整備面積が約２４６ha、補助金の額の総額が１億７２

１０万４０００円の実績となっております。事業効果といたしましては、景観保全、防災対策、

有害鳥獣害の対策等の効果があったというふうに思っております。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 私もこの事業に関わらせていただいたことがありますので、その中の１件、

３７２件のうちの１件がそれなのかなというふうに思いますが、面積的にも２４６haというこ

とで、非常に広いというふうに判断するのがいいのか、逆なのかというのは分かりませんけど

も、１億７０００万円程度、北広島町の里山の整備に使っているということが明確になったの

かなというふうに思います。そのことをしていくためにも、もう一度国土調査のほうに返りま

すけども、していくためにも、誰の山で、どこが境で、どこまで切って、どこまで伐採した後
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に植えていくのか、健康林を保っていくのかということが、明確にないとできない事業ではな

いのかなというふうに理解するわけでありますが、そこからしても国土調査を急いで進めなく

てはならないのかなというふうに思います。これは国土調査の係のトップの方に聞いても、返

ってくる答えは、先ほどと変わりがないというふうに思いますので、そこのところは一生懸命

国土調査をしていくよということを要請をしておきまして、さらに農林課長のほうに質問しま

すけども、森林所有者が森林を管理できないという場合も、先ほどからずっと言っていますけ

れども、その場合、市町がその森林を管理をする、あるいは林業経営者にその管理をお願いす

るというふうな制度が、今年の４月から制度が始まったんじゃないかなというふうに思ってい

ますが、これらの流れと、今、森林を整備していこうということの突き合わせた事業内容を、

少しだけこの場で説明をいただきたいというふうに思います。それともう一つ加えて、これは

また課が変わるんかもしれませんけれども、今の流れと、森林環境税、これは２０２４年から

スタートするということで、まだスタートしていない事業でありますけれども、これらの事業

の啓発もこれからしていけば、もっと森林を、環境を守っていくために利用できるんだよとい

うふうなことがあるかもしれませんので、少し先取りではありますけども、この状況をお聞か

せ願いたいと思います。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） ご質問の森林経営管理に関することと、森林環境税、これに関すること

についてご答弁申し上げます。今年の４月に施行されました森林経営管理法に基づく新たな森

林経営管理制度についてでございます。この制度の基本的な考え方は、まず、森林所有者に森

林の経営や管理の責務があることを明確にし、適切な管理を促すことでございます。そして、

森林所有者自らが森林の経営管理をできない場合、この場合、市町村が経営管理の受託、所有

者からの委託を受けるというものでございます。このためには、町が森林所有者の管理の状況

を把握する必要があるため、現在、人工林を対象に意向調査を実施するというところでござい

ます。また、この制度の財源としまして、森林環境譲与税が今年度から市町村に交付をされて

います。この譲与税自体は、令和６年より新たに課税される森林環境税を税源とするというこ

とを承知しております。この森林環境譲与税は、森林経営管理制度に基づく意向調査の経費に

充てます。また、調査の結果、森林所有者自らが経営管理ができないとする人工林のうち、林

業経営に適さない山林の整備経費に充当することを予定をしております。このほか、森づくり

事業の対象となっていない事業、例えば、間伐材利用や公共施設の木質化事業等にも計画的に

取り組んでまいりたいというふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） なかなか、先のことでもありますし、森林経営のことについて、なかなか

森林で経営が成り立つという状況にないところに持っていって、経営をというふうに言われて

も、もう既に放棄に近いような、荒れ地に近いような山になっているわけでありますから、こ

れを啓発していき、周知をしていき、理解をしてもらい、事業を展開していくというのは、な

かなか容易なことではないんだろうというふうに思います。であっても、放棄をしてもらって

は困るわけでありますから、何らかの方法で、山の経営が難しい、森林経営が難しいと言われ

る方について、市町に受託をするというふうな方法を熱心に取り組んで、丁寧に行っていかな

くては、本当に進んでいかない状況であろうというふうに思います。そのことを困難であって

もしていかない限り、山の荒れは止まらないし、有害鳥獣の被害を訴えるだけで、何の解消に
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もならないというふうに、今の状況はなっているというふうに思いますから、そこら辺も併せ

て、今後どのように啓発なりしていこうというふうに思われていますか、お聞きをします。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） この新たな森林管理制度というものの趣旨でございますけれども、農地

の中間管理機構というふうなものが、今現在農地の場合あるわけでございますが、これの森林

版というふうなことをイメージしてもらえればよいかと思います。まず森林の、自分で整備で

きないという森林を町が受託をしまして、それをまとめた形で、民間の林業経営体のほうに再

委託、実施権を渡すというふうな内容でございます。個々ではなかなか経営が成り立たない森

林経営でございますが、これをまとめると、いわゆる大規模化するとコストが下がるというふ

うなことが、この事業の肝となるところではないかと思います。一遍にはできませんので、地

区を決めまして、一山１００ha、２００ha単位で調査をして、その中でまとめるという作業を

して、それから、今放棄されている人工林の整備を進めていきたいと思います。啓発につきま

しては、さまざまなメディア、広報等を使いましてやっていきたいと思いますが、地区をまず

決めていくということから始まりますので、その地区については、また説明会等を開いていき

たいというふうに思っておるところでございます。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 天然林、人工林等の整備について、今説明がありましたけれども、これか

ら地区を決めて整備に入るということでありますが、地区を決めようというても、国土調査が

していないところの地区指定をするということは、私は到底困難であろうというふうに思いま

す。国土調査をしたところならできるけれども、そうでないところならできないよというふう

なことを私、今頭の中でイメージしていますが、そうなると、二重にも三重にもわたる放置状

態、手が付けられないというふうな状況になるんじゃないかと。特に、国土調査が済んでいな

いところに権利関係、境が分からないところへどうして入っていって、こういう作業ができる

のかというふうなこと、私、今もイメージしていますけども、国土調査をしてないところは立

ち入ることができんのじゃないかなというふうに思いますが、いかがですか。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 先ほど申し上げました、新たな森林経営管理制度におきましては、放置

されている人工林、天然林じゃなくて人工林のほうの整備をするというのが主目的となってお

ります。また、国土調査が終わってない山林については、立ち入ることができないかというふ

うなご質問でございますけども、おっしゃられるとおり、意向調査自体大変困難であると思い

ます。また、それができたとしても、今度は境界がはっきりしてないために、町が管理をする、

あるいは民間事業者が施業するというときには、これも大変困難であると思ってございますの

で、町といたしましては、まず、国土調査済みの人工林のある林山、一つの山、これを対象に

して、まずは進めていこうというふうに思っておるところでございます。ただし、天然林につ

きましては、森づくり事業で対応してもらっておりますけれども、これについては、国土調査

の有無に関わらず、施業実施はできるというふうに思っております。ただし、やっぱり隣接地

との境界の確認、所有者同士の境界確認は当然必要であるというふうに思っております。以上

です。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） わりと詳しくお伝え願ったので、大分理解をできたわけでありますが、い



- 7 -

ずれにしても、国土調査ができていないところは、いろいろな事業しようと思っても困難があ

りますよということは、しっかりと理解できたわけですが、有害鳥獣の駆除であるとか被害で

あるとかというのは、議会の本会議の中でも一般質問等が出たりしますけれども、今、山林の

整備をしていって、バッファゾーンと言うんですか、緩衝地帯、中立地帯を作って、獣が暮ら

せるところ、人間が暮らせるところ、そこの境をバッファゾーンと言うんだそうですが、それ

を作って、住み分けをして被害が耕地部分に至らないようにしていこうというふうなことが必

要だろうというふうに思います。そういうことに、これからいろいろな地域で協力、努力をし

ながら、バッファゾーンを作っていき、有害鳥獣の被害に遭わないというふうな対策をしても

らうんだろうというふうに思いますが、町のほうとして、有害鳥獣対策についてのバッファゾ

ーンということの考え方を、少し詳しくお聞きをしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 農林課長。

○農林課長（落合幸治） 有害鳥獣対策のバッファゾーン整備につきましては、里山における鳥獣

の隠れ場所をなくし、人里と山林の距離を保つとともに、鳥獣とすみ分ける場所を確保する上

で有効な事業と考えております。これまで同様に森づくり事業を活用して、積極的な取り組み

を推進してまいりたいと思います。以上です。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） なかなか難しいことではあるかもしれませんが、近年いろいろな方と話を

するのに、イノシシ等は減ってきたねというふうなことではなくて、増えているというふうに

聞いています。私の地域も電気牧柵をして入ってこないようにというふうなことをしています

けども、しっかり入ってくれてますし、電牧を切って入ったりしているというふうな状況には

変わりがないわけであります。ということは増えていると、イノシシもシカも増えているとい

うふうに認識をしていますけども、そこら辺のところ、しっかりと対策等考えていただければ

というふうに思っています。もう一度、国土調査のほうに返りますけれども、境が、私の山と

隣の人の山の談合図を見れば、並びは分かるんでありますが、境が分からない。植えてある木

を見れば、ここまでが私のところで、ここまでがよそなのかなというふうなことも、現地に行

けば分かるところもありますけれども、なかなか分かりにくいと。先ほど国土調査事務所長が

話をされた、空からの測量によって、現地に行かなくても面積が出せるような方法があるやに

聞きました。私も日本の国土の総面積は分かっておりますし、この北広島町の面積も６４６．

２何とか平方キロメートルというのが分かっているわけであります。耕地部分は全部、国土調

査を終了しているということでありますから、その残りの部分を国土地理院が出している数字

から、国土調査が終わっている数字を引いたら、残りの面積が分かるわけであります。それと

山も全て残っているわけじゃないわけでありますから、机の上ででも、空の上からでも、残り

の面積を、残っている土地台帳で、まだ地図が確定してないものを引き算で出していき、案分

で数字を作って、皆さんに了解を求めるというふうなことをすれば、それは手続は当然要るわ

けでありますが、かなり早いスピードで結果が残せるのではないかと。ただ問題なのは、現在

植えている木の種類が、例えば、ヒノキであったり、マツは植えないかもしれませんが、スギ

であったりというふうな樹種は違うかもしれませんが、植えた人のものになりますが、下の土

地の部分については、何ら了解を得られればできるのではないかというふうに私は以前から、

もう２０年も前から、そのような思いをしております。山に入って、現地確認をして、境を決

めていくというふうなことは、非常に困難で、不可能に近いというふうに思っていますから、
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今のような方法で物事ができるのかというのを、まず所長にお聞きをして、トータル的に町長

に、今後どのようにすればいいのかというのをお聞きをしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 国土調査事務所長。

○国土調査事務所長（中川俊彦） 先ほど申しました法改正であるとか、新技術の導入も考えなが

ら、より効率的な調査方法により調査を進めてまいりたいと思います。また、国土調査によら

ずとも、境界の確定が必要な土地につきましては、所有者双方で境界確認を行っていただいて、

くいを打つなどしていただいて、境界確定をしておいていただきたいと考えております。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 今できることは、担当がお答えをしたとおりだというふうに思っております。

議員の指摘されるような非常に難しい状況が、今発生しつつある、しているというふうに思っ

ておりますけども、この国土調査法がどの程度、どういうふうに改定されるかによっても随分

変わってこようというふうには思っておりますけども、それを見た中で、できる範囲で精いっ

ぱい進めていくということしか、現実にはできないのではないかというふうに思っております。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 国土調査の最終的な確認は、やはり双方の確認の上、杭を打ってというこ

とでないとできないというふうなお答えであったように思いますが、そのことをするというこ

とになれば、本当に長い長い年月をかけてでないと終了しないというふうに思いますが、国土

調査事務所長、もう一度、その方法しかありませんか。

○議長（宮本裕之） 答弁を求めます。町長。

○町長（箕野博司） 現段階では、そういう方法しかないというふうに思っております。法律に基

づいて粛々と進める以外にないと思っております。議員が言われるように、一山全部が誰もど

ういうふうな状況か分からないというようなことがあれば、理論的には、先ほど言われました

けども、台帳の面積案分とか、そういうようなことも全員の同意があれば、できんことはない

かも分かりませんけども、現実的にはなかなか難しいというふうに思っております。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 国土調査法の改正を待たにゃ、しょうがないのかなというふうに思います

が、これから、その国土調査をしていくということを前提に考えたら、私が今、私が言うたよ

うな方法でないとスピードアップも図れないというふうに思いますから、そういうことを踏ま

えて、法改正を希望したいというふうに思います。それでは、時間もなくなりましたけども、

２問目の空き家をどう定住につなげるかということでありますけども、数年前に町内の空き家

の調査をしていただいたわけでありますが、その数字をお聞きをしまして、住めそうな家、あ

るいは住めそうにない家、あるいは、住めそうなどころでなくて、もう危険で、いつ崩れるか

分からないよというふうな状況の数字をお聞きをしてみたわけでありますが、それから何年か

経ちますが、その後調査をしていないということでありますから、その当時の数字で結構です

から、まず、３つについて、住めるかなと思える家、住めないというふうに思っている家、そ

して、危険だなというふうに思っている家の数をお知らせください。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） 空き家の調査ということでございますが、この調査は、平成２６年の１

月から１２月にかけて調査を行っているものでございます。その時点でということでございま

すので、そのときの調査の結果ということでご報告申し上げます。戸数は１２６０戸でござい
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ました。それから、倒壊もしくは倒壊の危険性があるものというものは１６２戸、それから利

用可能と思われるものは７９７戸でございました。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 今、２つの分類に分けて答弁がありましたが、空き家になっているけども

住めるのかなということと、利用できる可能性があるのかなというのが７９７戸ということで

ありました。それから、調査をされてから７年ぐらいになりますか。その後、危険家屋だなと

いうふうに思っていたものは、当然危険な状況から除去しようと思ったら、崩すか何かしない

と、その家は、危険度はますます増すだろうというふうに思いますが、それがその当時１６２

戸というふうになっています。この度の行政報告を見ると、危険空き家ということで、町内で

３戸取り壊しをされたというふうになっています。これは、当然本来は、危険家屋の場合は、

その家屋の所有者がその危険度を理解して取り除かなくてはなりませんけども、そのことがで

きないという場合には、国の制度を利用したりしながら、危険家屋を崩していくということで

ありますが、その行政報告に載っていた３件は、いずれも国の予算を使ってきれいにしたんだ

ろうというふうに思いますが、いかがですか。

○議長（宮本裕之） 建設課長。

○建設課長（川手秀則） 除却補助制度の質問でございますので、建設課のほうからお答えをしま

す。行政報告に載せておりました、令和元年度除却実績が３戸というふうに報告をしておりま

すけども、これは、空き家対策特別措置法に基づく除却補助制度を利用しております。国、そ

れから町、それから個人の経費で除却を行っております。以上でございます。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 危険家屋は、できるだけ早く撤去するというふうな方向になっていくんだ

ろうというふうに思いますが、住めるのかなというふうに思われた家が７９７戸あるわけであ

りまして、今、定住のために家を空き家バンクというふうなところに、町がしている事業に登

録をしているのがありますけども、その空き家バンクに登録されている件数というのは５０件

程度でありまして、住める家は７９７戸ぐらいありますが、それぞれの所有者の人の考え方が

当然優先するわけでありますが、この町も空き家対策をどうしようかということ、あるいは、

定住対策に力を入れているということがあるわけでありますが、その空き家を定住につなげて

いく努力はしておられると思いますけども、数字としてなかなか出てきていない。８００近く

住めそうなお家があります。しかし、バンクに登録されているのは５０戸ぐらいであります。

努力はしておられるんだろうというふうに思いますが、数字として表れてこないということが

ありますから、そこら辺のところの考え方と進め方について、もっと工夫、努力も必要なんだ

ろうというふうに思いますが、今行われておられる進め方について、お聞きをしてみたいと思

います。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） 定住につなげるための空き家確保ということであろうかと思いますけど

も、実は、平成２６年度の空き家調査後に空き家と思われる家屋に対しまして、できる限りア

ンケート調査を行っております。その中で、空き家情報バンクに情報提供いたしまして、興味

があるといったような方につきましては直接電話をいたしまして、制度説明など、さらに詳し

い意識調査を行いました。それで、空き家情報バンクへの登録へつながったという物件も数多

くあります。また、地域によっては、地域独自で取り組みをしていただいているところもござ
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いますけども、現在のところは、空き家情報バンク制度そのものが、ほぼもう浸透してきてい

るということで、なかなか新たに空き家を発掘ということにはなっておりません。ただ、空き

家だけにはかかわらず、移住・定住の件につきましては、定住アドバイザーであったりとか、

その方が就職もアドバイスしてくれるということで、そういったところのケアをしていくとい

うことで、今取り組みを進めておるところでございます。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 努力はしておられるようであります。空き家の場合、貸したげてもいいよ

というふうなことは、アンケートで返ってきたりするわけでありますが、ただ、家財を、今住

んではおられないけれども、家財を何とかきれいにせにゃ住める状況にはならないということ

でありまして、家財の整理をするのに町のほうで幾らか補助をして、家の中をきれいにすると

いうことのお手伝いをしておられるようでありますが、なかなかそれにもつながっていかない。

補助の数字が少ないということもあるのかもしれませんし、いえいえそうじゃなくて、お家の

中にある家財があまりにも大きいものがたくさんあり過ぎるんだよということであるかもしれ

ませんが、何らかの補助頼りだけではなくて、例えば、言うていいか悪いかというのは分かり

ませんけども、例えば、町内の大工さんや左官さんたちが作っておられる組合なんかにお願い

をして、そういう改造も含めて、来ていただくためのお手伝いもしていただくというふうなこ

との話しかけはできないのだろうかなと、いろいろな方の力を借りながら、力も借り、知恵も

借り、定住につなげていくというふうな方法がないのだろうかなというふうに思うわけであり

ますけども、そこのところの考えをお聞きしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） 家財処分につきましては、一応補助制度を設けておりまして、空き家情

報バンクに登録することを前提として、補助金を交付させていただいております。これは１０

万円が限度ということでございますが、全ての方が１０万円ということではないので、そこま

でいらない方も利用していただいているというふうに思っております。また、大工さん等のご

協力ということでございますが、これ商工会と協定を結ばさせていただいておりまして、なか

なか、どこに除却であったりとか、改修の見積もりであったりとか相談をすればいいか分から

ないという方に対しまして、商工会のほうから、そういった方を少し紹介していただくという

ようなつながりを持つというふうな形で協定を結ばさせていただいている。そういった取り組

みを進めております。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 定住に関わっていろいろと、町外からも空き家を利用して、居住してこら

れたという方がいらっしゃいますけども、居住をしておられるのは、ネットワークは居住して

こられた方が、他の方たちにお伝えをして、居住者を増やしていくというふうなことが大朝や

豊平あたりでよく聞くんでありますが、なかなか行政が発信しても啓発しても、なかなか来て

いただけないけども、個人が呼びかけをすると、個人対個人のネットワークによって入ってこ

られる。居住してこられるということを聞くんですけども、血の通ったつながりがどうしても

必要であろうと。定住をしてもらうためには、いろいろなお世話活動も含めて、お家の改修も

含めて、壁が崩れそうなのよということも含めて、そういうケアをできる人が身近にいるとい

うことが、非常に来る人が安心して頼れるというような状況になっているというふうに思うん

で、そういう方たちは、今、アドバイザーのことが出ましたけども、そういう方たちが担って
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いただいているのか。いやいやそうじゃなくて、地域地域に、そうは言うても、定住してもら

わなくては地域が成り立っていかないという、その危機感が逆にエネルギーになって人を呼ん

でいるというふうな状況なのかもしれませんけども、そこら辺りをどのように理解しながら進

めておられるのかというのをお聞きしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） 先ほど、議員おっしゃいましたように、移住者のネットワークというこ

とは、非常に、これからこの中山間地域をどう活性化していくんかということで、非常に重要

なことであろうと思います。これ、要するに口コミということで、一言では語れないとは思い

ますけども、そのためにも、先ほどおっしゃったような制度的なものもあろうかと思いますけ

ども、やはり魅力があるようなまちづくりというものが大前提になってくると思っております

ので、そのことは、空き家バンクなどの物的な情報提供も行いつつ、さらに魅力づくりの施策

を進めていって、そのことはちゃんと大きく情報提供していきたいと思っております。また、

定住アドバイザーでございますが、直接業者さんを紹介するといったことはしておりませんけ

ども、極力、地域の区長さんであったりとか、部落長さんであったりとかいう方を紹介して、

定住に向けて、不安のないような形で今関わりを持っていただいているところでございます。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） 空き家対策、あるいは定住に力を入れるんだという、本町の方針もあるわ

けでありまして、いろいろなことを鑑みながら、最後に町長に、今、企画課長が答弁されたよ

うな取り組みはしておられますけども、もっと他の市町の取り組みの、多分お聞きになってお

られるところがあろうと思いますので、そこも含めて、最後に、これからのまちづくりについ

てお聞きをしてみたいと思います。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） この空き家バンクを利用した定住施策は非常に重要だというふうに思ってま

して、これまでも随分そういう形では進んできているというふうに思っています。他の市町に

比べても、本町がリードするような形で進んできているというふうには思っております。しか

し、この定住対策だけではなかなかうまくいかない。人口減少が進んでいく中で、市町同士の

取り合いになっているという状況もあります。ですから、来られればこれだけお金を出します

とか、極端な話をすると。そういう施策を打つところもありますけども、なかなかそういうこ

とでは解決しない部分もあるというふうに思っています。基本的には、まちづくりをしっかり

進めていき、そこに魅力を感じてもらえるというまちづくりをしていくというのが基本であろ

うというふうに思ってますし、先ほど言われましたように、先に来られた方が、こういうとこ

ろがあるよ、いいところだよというような情報発信をしていただくことによって、そういう定

住も進んでいくんだろうと思っています。今、国のほうでも、そういった反省点に立って、人

の取り合いになって、なかなか、全体ではうまくいってないという部分もあって、関係人口と

いうのを増やしていこうという動きがあります。今まではイベント等で交流人口を増やしてい

こうという動きがありましたが、これでは、一回来て、イベントが終わったら、すぐ帰ります

という話ですけども、関係人口というのは、もう少しそこの地域に入り込んでいただいて、イ

ベントであっても、イベント企画等に参画をしてもらって、あるいは、その地域の課題等も知

りながら、その解決に一緒にお手伝いをしていただけるような、一歩進んだ形の関係人口とい

うことで、そういった形でも十分いいのではないかというような考え方であります。中には、
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その中から、定住に進む方もおられますけども、まずは関係人口を増やしていこうというよう

な取り組みも、併せてこれからやっていく必要があるというふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 梅尾議員。

○１０番（梅尾泰文） さらなるご努力を期待をして、質問を終わります。

○議長（宮本裕之） これで、梅尾議員の質問を終わります。暫時休憩いたします。１１時５分か

ら再開します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午前 １０時 ５７分 休 憩

午前 １１時 ０５分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開いたします。次に、２番、美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２番、美濃孝二です。今回は、今年の一般質問で行った提案が、その後どう

なったかを中心にお伺いいたします。まず最初に、９月議会で提案した保育士確保についてで

す。私立保育所では、保育士確保が困難なため、奨学金制度の導入を提案したところ、福祉課

長は、前向きに考えると答弁しました。来年度予算編成も進んでいると考えますが、導入する

ことになりますでしょうか、お願いします。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 現在、保育士不足対策の一環としまして、保育士等育成奨学金貸付事業

について、令和２年度からの導入に向けて検討しておるところでございます。内容としまして

は、本町で既に実施しております医師・看護師育成奨学金貸付事業とおおむね同様で、対象者

の居住地は、町内外を問わず、また、貸し付けは無利子とし、町内保育施設での一定期間勤務

による奨学金返還免除などを考えております。貸し付けの金額につきましては、県内の保育士

等育成学校としての大学、短大、専門学校の年間授業料等の実態を見ながら、上限額を定める

方向で検討しているところでございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 来年度から実施に向けて検討している。そこで免除になる期間を町内の勤務

で一定期間と、大体何年ぐらい考えておられますでしょうか。関係者から聞きますと、返済が

免除になる町内勤務の期間を保育所によっていろいろ違うんで、希望に合わせてはどうかとい

う意見が出ていますが、どのようにお考えでしょうか。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 貸し付けは無利子で、あと償還免除となる条件としまして、現在考えて

おるところは、医師・看護師の育成事業の内容と同様に貸付期間、数年間という貸付期間に対

する１．５倍の期間、町内の保育施設に勤務することによって全額の償還免除と。また、その

期間に満たない場合は、どれだけ満たないかということを案分して、一部の償還免除というこ

とで考えておるところでございます。
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○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） それで先ほどお伺いしたのは、保育所によってさまざまな要望がある。例え

ば、うちはとにかく足らないから、３年でもいい。中には、３年では短いから５年働いてもら

いたい。島根県では、一般的には５年なんですが、過疎地域は３年というふうに位置付けてい

ます。そういうことを検討するお考えはないでしょうか。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 保育士不足の実態は、町内８園、私立保育施設がございますが、それぞ

れの運営状況によって、若干の違いがあるというふうに認識しております。償還免除につきま

しても、勤務の年数につきましては、やはり一律で町内全域統一する必要があろうかと思って

おります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 今、一律ということですが、ぜひ関係者の意見も聞いて、再検討も含めてお

願いしたいと思います。奨学金制度の導入は当然歓迎するものですが、保育関係者からは、保

育現場で働くことになるには２年から４年かかると。それも大事だが、現在勤務している保育

士が辞めてもらっては困るよと。今の職場で引き続き働いてもらえるための支援をしてほしい

との意見が出ています。そこで提案ですが、現在、保育士として働きながら、どこかからか奨

学金をもらってやってる方については、その返済している場合、一部を助成するお考えはない

かどうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 既に私立の保育施設で勤務している方が、学生時代に借り入れを行って、

その借り入れの償還金についての件でございますが、いろいろ国の教育ローンであるとか、民

間からの借り入れとかいろいろあろうかと思いますが、それに対する町の償還の補助について

は、現在では考えておりません。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 今、考えていないということですが、東広島市では、奨学金を返済するため

の費用の一部を助成しているとのことであります。実情をしっかり調べて、ぜひ実現できるよ

う、要請をしておきます。次に、その他提案した実習旅費助成、家賃補助、町独自に給与の上

乗せについて伺います。答弁では、町全体の財政規模をどうするかを含め総合的に考えるとの

ことでしたが、どうなりましたでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） やはり町全体の財政規模については、当然考慮に入れる必要があります。

財政規模の縮小が必要とされている現在の状況におきまして、保育士に係る実習の旅費の助成

でありますとか家賃補助、あるいは給与の上乗せ等につきましては、現在では、実施すること

は非常に難しいと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 難しいということであります。残念です。北広島町には独自の処遇改善策が

ないため、１１月１３日、北広島町に８つある私立の保育所やこども園が加盟する私立保育施

設連盟の皆さんが、町長に職員確保及び処遇改善を求める陳情書を提出し、議会にも同様の請

願が提出されていますが、その陳情について、町長の所見を伺います。陳情趣旨では、保育士

不足が問題となっているが、１０月より施行された幼児教育の無償化が、この傾向に拍車をか
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けている。そのため、希望園に入園できない隠れ待機児童が多く発生し、今後も続くと予想さ

れる。この解消のため、保育士確保並びに長期就労支援を打ち出してほしいと、４項目の要望

が行われています。１つずつ伺いますが、まず第１は、北広島町独自の処遇改善加算の創設で

す。長時間労働にもかかわらず、将来を担う子どもの養護と教育を担う保育士、保育教諭や保

育士の補佐、給食調理員等に町独自の処遇改善手当として、給与に上乗せ支給してほしいとの

ことですが、町長の所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 給与の上乗せ等についてでございますが、保育士の給与上乗せが困難で

あることと同様に、保育教諭あるいは保育補助者、給食調理員等の職種につきましても、上乗

せは困難であり、実施は今のところ考えておりません。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 陳情は出ているけれども、現状考えていないということですが、全国でも保

育士の給与は、全産業平均より１０万円低く、どの調査でも、賃金引き上げを求める声は圧倒

的です。厚生労働省が平成２９年度に発表した賃金構造基本統計調査によると、私立保育園で

働く保育士の平均給与は２２万９０００円で、ボーナスは約６６万円、住民税や社会保険料な

どを差し引くと手取りは約１８万円前後です。また、２０年働いても公立と比べ、月額給与は

１２万円、年間で１４４万円も低く、働けば働くほど差が開くとのことです。国の処遇改善等

加算の仕組みはありますが、条件である研修を受けるための代替保育士が確保できない。また、

適用される人数に制限もあるため、あまり機能していないとのことです。私立の保育士の給与

がなぜこんなに低いのか。それは保育士の賃金や処遇を決めている国の公定価格が低いからで

す。認可保育所の国基準の賃金は、月２１万１０００円と低い上に、さらに週６日１１時間、

解消をカバーするため、実際に全国の保育園で働く保育士の数は国基準保育士の１．９倍にも

なり、さらに給与を低くしたり、非正規保育士に充てるしかないのが実態です。それで、１１

月１５日、ＮＨＫのウェブニュースが「私、保育士辞めます」との特集を組み、全国に衝撃を

与えました。保育士さんたちからは、無償化になってからいいことが一つもない。重労働して

も報われることはなく、安月給で働かされています。処遇は悪化するばかり、新たな事務仕事

も増え、これからが不安。子どもが好きで保育士になり、子どものためにもっと働きたいけど、

もう精神的にも体力的にも限界です。保育士の仕事より別の仕事をしたほうが、同じ労働時間

でもより稼ぐことができますなど、今の保育現場に起きている異変、心の叫びが紹介されまし

た。このＮＨＫニュースの報道、保育現場の声に、町長はどのような感想を持たれましたか。

課長はずっと答えてこられましたけども、ぜひ町長に伺いたいと思います。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 私、直接このＮＨＫのニュースは見ておりませんけども、内容は把握をさせ

ていただきました。ニュース報道の内容にあるように、志を持って働き始めた保育士たちが中

途で辞めてしまい、保育士不足につながっていくという流れは、全ての保育施設がそうである

とは思っておりませんけども、全国的な問題であると感じております。本町におきましても可

能な範囲での対策が必要であると考えておりますが、国全体で取り組むべき課題でもあります

ので、あらゆる機会を通じて、国や県に対して、保育士不足解消へ向けての対策を講じるよう

要望をしてまいります。労働力不足、それから働き方改革等が叫ばれている中で、どこの業界

もこういう傾向はあろうと思いますけども、特に保育士については、そういう傾向が強いとい
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うふうに認識はしております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 実態の様子は掌握している。解決するために国に要望していくと。先ほど紹

介しましたように、公定価格が低いということ、さらに、今議論されているのは、土曜日の保

育の時間の補償について、下げようかという議論が出ています。上げるどころか下げると。労

働力不足も当然解決するんですが、保育士の労働力不足だけじゃなくて、保育士さんが子ども

を預かることは、それは預ける人たちが増えるわけですから、全産業の働き手が増えるという

ことになるわけですから、これがしぼんでいきますと働きたくても働けないということに結び

ついていると思います。現在の保育現場は重労働で、見合わない低賃金や人手不足による保育

士の負担の増加で、みんな疲弊していて、どんどん辞めるという悪循環になっているとも言わ

れています。こうした中、１１月１５日に行った北広島町議会の文教厚生常任委員会と私立保

育施設連盟の皆さんとの懇談会でも、同様な北広島町での実態を示す意見がたくさん出されま

した。福祉課長が同席されていますので、所見をぜひ伺いたいと思います。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 保育士等の人材確保について、どの施設も大変苦慮されている実態を改

めて感じたところでございます。多くのご意見、要望がありましたが、全てについての対応は

できないものの、可能なものから改善していく必要性があると思っております。保育士不足解

消とともに、町内における待機児童を発生させないためにも、今後も継続的に、保育現場の声

を聞いてまいりたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 可能なものからと。現状では奨学金制度と、あとはできませんよと。これで

は解決しないんじゃないか。先ほど、たくさんなされたと言われましたけども、二、三紹介し

ましょう。懇談会では、今年８人の学生が実習に来られたが、１人も応募がない。今の職員体

制が来年度もできるかどうか分からない。このままでは、新規の子どもは受け入れられないの

ではないかという深刻な意見がたくさん出されました。何としても、今保育士を確保しなけれ

ば、また、維持しなければと、全国の自治体では処遇改善の一環として、独自に給与の上乗せ

を行っています。北広島町は、その実施する予定はないと言われますが、一部を紹介すると、

都市部が多いんですが、東京都は、保育士の給料を一律月２万円アップ、松戸市は、勤続年数

に応じて４万５０００円から７万２０００円、松戸手当と言われますけども、上乗せ。柏市は、

国の上乗せに加えて、正規雇用の保育士に約４万円、非正規雇用の保育士には約２万円の補助

金を交付しています。そのほか少なくない自治体で実施しています。調べれば、いっぱい出て

きます。じゃあ、それは都市部だけなのかと。広島県の市町では、どのような支援が行われて

いるのか県に調べてもらいましたところ、給与等改善費や職務奨励費という名目で、広島市は

月額２％の上乗せ、福山市は時間等に限りあるんですが、数千円から約１万円、大竹市は、常

勤職員１人当たり月９０００円、東広島市は、１人当たり月額１万円を補助しています。東広

島、これ以外にたくさん事業がありますけども、北広島町でも、給与に上乗せする処遇改善策

をとってはどうか。先ほどは、実施する予定はないとのことでしたが、再度伺いたいと思いま

す。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 現時点では、本町におきましては、私立保育所あるいは認定こども園に
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対しましての補助としましては、国の基準、法定価格に基づいて運営費を支弁しておるところ

でございます。それに対する上乗せとしましては、給与に対する使途限定の上乗せとしては対

策を講じておりませんが、先ほど申しました国の基準の運営費に合わせて町独自によるその運

営費の上乗せ、処遇改善とか、その辺りの上乗せは行っているところです。それ以外に保育士

個人個人に対する給与の上乗せは、現在では考えていないということでございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 保育士直接ではないものはあるがと言いましたけども、保育士にいかないと、

これは効果がない。全国の自治体の情報、先ほど紹介しました情報は、ウェブサイトもうそう

いうのがあるんですね。そこで地域を調べると、こういう施策をとってますというのが一発で

分かります。簡単に知ることができる。そのため、保育現場では条件のよいところへ転職する

若い保育士も少なくなく、常に保育士不足で、現状の定員数の保育を守ることさえ厳しくなっ

ているとの実態であります。このままでは定員を受け入れることができず、希望する保育所に

入れないだけじゃなく、待機児童が出るのではないか。とても心配ですが、町長はそのような

心配はないのか、もう一度答弁を求めます。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 議員おっしゃいますとおり、全国的に保育士不足で、いわば保育士の争

奪戦が激化しているとも言えるような状況であろうと考えております。そのような全国的な問

題でございまして、全体的な保育士の数が増えない中で、その数を奪い合う状況になってきて

おりますので、なかなか一つの自治体で解決できる規模の問題でもないというふうに認識をし

ておるところです。財源確保が比較的容易な自治体としましては、独自の施策で保育士確保に

取り組んでおり、一定の成果は見られるようでございますが、それでも根本的な問題解決には、

至ってはいないのではないかというふうに考えております。保育士の確保につきましては、保

育士が働きやすく、やりがいのある職場環境づくりが何より最優先だと考えております。まず

は、町内に限らず、町外在住者にも視点を向けた保育士育成奨学金制度の導入を通じて、北広

島町のこども園や保育所へ通勤し、働きたくなるような環境整備に力を入れていきたいと考え

ております。以上です。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 根本的には、先ほど言いましたように、国の問題が大きいのは確かでありま

す。しかし、その国に対して要望するといっても、それはすぐ実現できる見通しがない。逆に

下げようとしている。それまでに町独自の施策をとらないと待機児童が本当に出てしまうんじ

ゃないかという心配があります。そういう話はちょっとありませんでしたが、ぜひ、この点は

受け止めてほしい。次の項目としては、就労応援金の創設が陳情書にあります。保育士に就職

した当初は、お金がないため軌道に乗るまで時間がかかります。そのため、自治体が就職の際

に応援金を支給しています。島根県は、就労準備金として２０万円、東広島市は、東広島応援

金として最大３０万円を支給しています。その他のとこもやっています。この就労応援金の創

設に対し、町長の所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 就職前、あるいは就職直後において経済的に余裕がないということは、

保育士に限らず、職種を問わず誰もが抱える問題であろうと思われます。確かに、保育士の不

足の状況がかなり逼迫した状況ではございますが、そのような中でありましても、保育士に限
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っての就労応援金の創設は困難であろうと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 困難ということですけど、これは全体まとめて、後でご意見を聞きたいと思

います。次に、保育施設従事者の子どもの保育委託料減免制度です。産休明け等から復職しや

すくするため、自分の子を預けるための保育料の減免等です。島根県では、保育料貸付を上限

月額２万７０００円、就職準備金として上限４０万円を支給、東広島市は、保育士早期復職サ

ポート事業として月額３万円を給付しています。この保育施設従事者の子どもの保育委託料減

免制度の創設に対し、町長の所見を伺います。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 保育施設従事者の子どもに対する保育料減免制度でございますが、保育

施設従事者の離職防止や育児休業等からの職場復帰を促す観点から、今後検討していく価値は

あろうかと思います。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） ぜひ検討してほしい。なぜかと言いますと、よく言われるのは潜在保育士、

資格はあるけれども働いていない方もありますし、そういう方を含めてあるんですが、特にと

りわけ、産休で休んだ方の支援をすると。産休明けで、ゼロから２歳児というのは保育料高い

です。その負担となりますと、目いっぱい８時間働けないためにパートの場合が多いそうです。

そうすると、働いても保育料にも充てられないぐらいの状況になることがあるそうですので、

ぜひ、検討価値があるそうですので、やってほしいと思います。次に、施設充実支援制度の創

設です。陳情書では、北広島町の保育施設は、人手不足や園児減少という課題があり、在職職

員の福利厚生を充実すべく、職場環境の整備に必要な経費補助を、と要望しています。島根県

は、民間保育所運営対策事業として、中山間地域や離島の保育環境を維持するため、小規模な

保育所の運営費を支援しています。この施設従事支援制度の創設について、町長の所見を求め

ます。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 施設充実制度についてでございます。島根県の例をご提示いただきまし

たけども、本町では、小規模保育所の運営支援としまして、現在、入所児童数が２０人を割る

私立の保育施設に対し、月ごとに積み上げまして、町単独で小規模保育施設補助金を交付する

ことで支援をしておるところでございます。そのほか、職員の福利厚生充実へ向けてのさらな

る施設充実支援制度の創設については、現在考えておりません。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 一部補助金として出しているということですが、関係者から、こういう要望

出されていますので、実態をよく聞いていただいて、それで応えられるようにしてほしいと思

います。先ほど、第１番目に取りあげた給与上乗せについては、実施しないということですが、

どれぐらいの予算がかかるのかなと思いまして、福祉課に調査をお願いしたところ、町内の私

立保育施設の職員は、常勤職員換算で７８．３人、保育補助者数は９．８人で、合計しますと、

常勤としてカウントしますと、８８人が今の状況です。例えば、１人月額１万円助成を行うに

必要な予算は、概算で月８８万円、年約１０００万円です。幼児教育無償化により、町の財政

負担が年４６００万円も浮くことは、先の９月議会で明らかとなりました。その一部を活用し

て、保育を守るため、保育士の給与上乗せ等処遇改善を進めても町民の理解は得られると思い
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ます。箕野町長は、平成３１年度の施政方針の中で、安心して子育てができる住みよい環境づ

くりに努めてまいりますと強調していますが、保育を守ってこそ、それが実現するのではない

でしょうか。先ほど課長言われましたように、全国では、保育士の争奪戦が激化しています。

保育士確保は年々厳しくなっています。そういう中で、給与の上乗せを含めた処遇改善策、今

はできないということがほとんどでしたけれども、それでは町長は、これは町長にお願いした

いんですが、どうすれば保育士を確保できるのか。奨学金だと２年から４年かかる。どうすれ

ばいいのか、お答えください。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 先ほども少し触れましたけども、全国的に、この保育士問題は大きな課題で

あるというふうに認識をしております。本町でも、給与という特定な形での目的にはしており

ませんが、処遇改善ということで、かなりの額補助をさせていただいております。そうした部

分も活用していただきたいというふうに思っておるところでありますし、いろんなこども園、

あるいは保育所等々私立の保育施設とも協議をした中で、検討に値するといいますか、できる

ところも幾つかはあるというふうに思いますので、その辺を具体的に検討はしていかせてもら

いたいというふうに思っています。資格を持っておられて、家におられる方などにお願いをし

たりとか、いろんなことは可能な部分もあるんじゃないかというふうに思ってますので、いろ

いろ検討をこれからさせてもらおうというふうに思っています。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） できること幾つかあるということですので、ぜひ、これも含めてほしいと思

うんですが、潜在保育士のことを言われましたけれども、いろいろ聞きますと、今、資格を持

ってされてない方は給与等の問題もありますが、処遇が非常に大変だと。保育士はもう大変だ

から、なかなかできないというのは大半、多いそうです。だから全国的なこの取り組みは県も

やろうとしていますけれども、本当にこれで解決がすぐできるのか、確信がありません。ぜひ

関係者の方々の意見もよく聞いていただいて取り組んでいただきたいということを要請をして

おきます。次に、防災マニュアルの作成について伺います。９月議会で、水害や土砂災害の防

災情報が発令された場合の対応が、各所長に任せられているため、閉所やお迎えなどを含め、

町が責任をもって指示する防災マニュアルを作るべきではないかと提案しました。これに対し、

危機管理課長は、福祉課と現場の保育所としっかり話をして、対応の方法について、この防災

マニュアルの整備を早急に進めていきたいと答弁をいたしました。現場との話し合いや対応の

方法について、どこまで進んでいるのか。その内容の説明を求めます。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 防災マニュアルに関してのご質問ですので、危機管理課のほうから

答弁いたします。現在、福祉課と連携し、防災マニュアル整備に向けて、各保育園等と意見交

換を始めております。なお、保育園側からの意見としましては、園児と職員の安全確保を基本

としたマニュアルを整備、それと、警報発令時の休園の決定基準と、保護者への伝達のタイミ

ングの基準、それから警戒レベルによる避難タイミングの基準などのご意見をいただいたとこ

ろでございます。このような意見を踏まえて、現在、マニュアルの中身について検討しており

ますが、主には災害発生時の対応、被害発生のおそれがあるときから安全が確保できるまでの

対応、保育園職員と保護者の平常時の連絡体制、情報収集、休園の判断基準、避難の判断と避

難経路、職員の防災教育、災害時の行動手順、災害後の対応、これらを盛り込んでいきたいと
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考えており、現在は、近隣市町の状況も鑑みて対応を考えております。今後も福祉課と連携し

て、保育園等での意見交換を重ねて、来年度出水期までに整備を図るつもりでございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） この問題は、行政と保育所だけじゃなくて、保護者の皆さんや、それだけじ

ゃなくて、勤めている会社、地域、その方たちの協力がどうしても必要になるんですね。閉園、

突然しますと、何で休むんだという話になるわけですから。ですから、やはり早目に決めて、

早目に周知すると。今、入所の申し込みをされて、入所のしおり等も作られておられると思い

ます。周知が大事なんだけども、ここがチャンスなんですよ。出水期まで待ってると、知らな

い間にこんなんなっちゃったと。こういう条件で、入所ができるんですよと。こういうことが

あるんですよ、事前に含んでおいてくださいというふうにしないと、いや、それはそういうふ

うには思ってなかったとか、それじゃ困るとかという話になりますので、この入所の受付、承

認というか、認可の手続等あるんですが、そのときに、やはりきちっと話ができるようにすべ

きじゃないかと思いますが、どうお考えでしょうか。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 入所のしおり等のお話がありましたので、福祉課より答弁をさせていた

だきます。現在、来年度の保育施設利用申し込み期間中でございます。継続入所、新規入所と

もに受付を行っているところですが、その利用申し込み案内の中に、災害時の対応としての文

言を付け加えております。詳細につきましては、先ほど危機管理課長が申しましたように、こ

れから詰めていきますので、細かい部分については記載をしておりませんが、避難所等への避

難、利用時間内の早期のお迎え、あるいは随時閉所等があり得ますという点については、明記

をしておるところでございます。その後、各園に新年度が始まる前後のタイミングで、各園ご

との入所のしおり、入所案内等の配布があろうかと思いますが、こちらに対して、さらに具体

的な内容が記述できるように、また、各園ごとの立地条件であるとか地域性等もありますので、

それぞれで内容は若干違うとは思いますが、そちらのほうに反映して、保護者に周知できるよ

うに、今後保育施設や危機管理課と協議を重ねてまいりたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 実際、防災マニュアルはかなり進んで対応できていると思います。いずれに

しましても、先ほどお話のあったように、しおりに含まれていると。詳細は、後でと言うと思

うんですが、できるだけ早く知らせていただきたいと思います。今日の保育士確保についての

一般質問で、給与の上乗せや就労応援金等はやる考えがないと。しかし、保育料助成について

は有効だろうと。施設改善については、既に補助金を出しているということですが、これはぜ

ひ関係者に聞いてほしい。防災マニュアルは、もう準備がかなり進んでいるという点で、ぜひ

内容について、完成するまでに関係者に意見を聞いてほしいなと思いますので、要請をしてお

きます。最後、この項目の最後に、さきのＮＨＫニュースでの中で、保育園を考える親の会の

代表の方の訴えがありました。紹介しますと、今回の無償化は、処遇改善が先のはずなのに、

無償化の先に財源が使われてしまった。優先順位がおかしいんじゃないかという声が上がって

いる。保育士は、高い専門性が必要な仕事で大変なのに、給料が見合っていないなどなど指摘

されています。現在、北広島町の民間保育施設では、年度当初の受け入れが厳しいだけでなく、

とりわけゼロから２歳児の子どもの途中入所はかなり難しい、厳しい状況です。今、処遇改善

し、保育士が確保できるようにしなければ、本当に、こういうことがあってはならないと思う
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んですが、待機児童が生まれ、安心して子育てできる町とは言えなくなるんじゃないか。非常

に心配します。最後にもう一度、今のことも含めて、もう一度どのようにするのかを町長から

お伺いしたいわけですが、今日提案した内容、答弁は、状況分かりました。しかし、先ほど、

どうすればという点では、国の施策がありました。それはすぐいかない可能性非常に強いわけ

です。それでも、国の施策を主に待っていくのかどうか、町独自の処遇改善策はとらないのか

どうか、町長に最後に伺います。はっきりとお答えお願いします。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 町として、財政規模を縮小していかなければならない局面の中で、子育て、

非常に重要ではありますけども、限界はあるというふうに思っております。そうした中で、で

きる範囲で施策を積み上げていきたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 検討する、今後あると思うんですが、深刻な状況は分かっていただけたよう

なので、必ず支援策がとれるように、絶対に待機児童など生まれないようにということで、必

要な施策をとっていただくよう、関係者とよく意見を聞いて、進めていただきたいということ

で、次の質問に移ります。次に、今年提案した内容についての今後について伺います。事業系

燃えるごみと、ホープタクシーの問題です。最初に、事業系燃えるごみの削減のため、どのよ

うな取り組みがされているか。６月の一般質問では、提案したところ、町長は、本年度具体的

に取り組もうと今進めている。これ６月ですよ。北広島町としては、各事業所の訪問調査を通

じて、ごみの減量化、リサイクル対策について、地道に提案活動を進めていく。そのための事

業所向けの手引きやガイドラインのようなものを作成し、広く配布していきたいと答弁をされ

ました。それから６か月経ちました。事業所訪問はどこまで進んでいるのか、お答えください。

○議長（宮本裕之） 町民課長。

○町民課長（迫井一深） 事業所訪問でございますが、本年の７月末に町長と担当者、芸北広域環

境施設組合の局長とで、町内の事業所２施設について、施設でのごみ調査の結果と減量化につ

いての提案をさせていただいております。その後、施設のほうから要望がありまして、施設内

の職員を対象としたごみの分別の説明会を開催しております。実際に訪問することで、いろい

ろなご意見を伺うこともでき、生ごみ処理機の要望等もありました。すぐにごみが削減できる

わけではありませんが、管理者の方や職員の方の意識の向上にはつながっていると考えており

ます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） ２施設、大きなところでしょうけども、これで終わるんでしょうかね。７月

に訪問されて５か月経つ。今後どの範囲を事業所まで訪問する予定なのか。計画、体制につい

て説明を求めます。

○議長（宮本裕之） 町民課長。

○町民課長（迫井一深） 今後の予定でございますが、北広島町、安芸高田市、それから芸北広域

環境施設組合の連絡会議におきまして、多量排出事業者、大規模店舗、複数の施設を保有する

病院、介護施設等を検討しております。体制につきましては、担当職員及び組合の職員とで訪

問調査を実施しながら、必要に応じて町長と訪問し、提案させていただくことになろうかと考

えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。
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○２番（美濃孝二） 今後は大きなところ、病院、介護施設ですが、まだまだ事業所あるんですよ

ね。特に商店やそういうところにもぜひ協力してほしいということですけども、その後進んで

ない。その前に、そう言われたような施設、企業、なぜそれでも２施設しか進んでいないのか、

お答えください。

○議長（宮本裕之） 町民課長。

○町民課長（迫井一深） その事業所ごとにごみの展開調査が進んでないこともございまして、今

後、このごみの展開調査を実施しまして、事業所のほうに提案をさせていただくというように

考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） やはり今、担当者、組合といっても、人はほとんどいないわけですね。一気

にやらないといけないんじゃないかと思います。体制をしっかり整える必要があるだろうとい

うふうに思うわけです。それで、この問題は、後の問題にもつながりますので、後また聞きま

しょう。次に、事業系ごみの料金見直しについて伺いました。町長は、協力依頼の結果を見な

がら、２施設のようですが、見直しが必要であれば、当然見直しを検討していくと答弁されま

した。どのように検討しているのか、ごみの料金について伺います。

○議長（宮本裕之） 町民課長。

○町民課長（迫井一深） 事業所のごみ手数料につきましては、芸北広域環境施設組合が条例で定

めておりますが、事業者の排出責任や受益者負担の適正化ということで、組合の副管理者であ

る安芸高田市長とも十分協議を重ね、近隣市町の状況等も考慮し、料金の値上げについては、

組合議会に提案されて議決されております。事業系の燃えるごみの削減につながればと考えて

いるところでございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 見直しはされて、議会でも議決されました。先週のことであります。事業系

燃えるごみ、ほかにも粗大ごみとか不燃物とかあるんですけども、事業系燃えるごみを１０㎏

当たり、今の７０円から２０円引き上げ、９０円とするということで決まりました。私は、他

市町は、燃えるごみを料金を高くして、大体１００円から１３０円、１４５円ぐらいにして、

資源ごみは安くしてるんですよ。５０円とか８０円とか。そういうことで、資源化を誘導して

いるんです。しかし、この９０円というのは、燃えるごみも資源のごみもほとんど変わらない

わけですね。これ安過ぎるんじゃないかと主張しましたが、二、三年様子を見て、効果が薄け

れば、再度見直すと答弁をされましたので、賛成をいたしました。この料金については、引き

続きこの結果を見ながら進めていただきたいんですが、それでもう一つ提案したことがありま

す。オフィス町内会ということを提案をいたしました。これは各事業所だけでは、搬出に物す

ごいお金がかかるということで、各事業所を回って資源物を回収する事業です。これは商工会

と協議を進めるべきではないかと提案をしましたところ、町民課長は、７、８月ぐらいから事

業者を回る。それと併せて商工会にも同時期ぐらいに進めていきたいと約束されました。この

現状はどうなっているか、答弁を求めます。

○議長（宮本裕之） 町民課長。

○町民課長（迫井一深） 議員から、オフィス町内会の提案をいただきまして、検討するというこ

とを申し上げましたが、まだ進んでいない状況です。小規模な商店や工場を定期的に巡回して、

古紙を回収するという体制をとることも一つの方法ではございますが、まずは、拠点回収とい
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うことで、いつでも誰でも出せる古紙類の資源回収ステーションを役場駐車場のほうに、１２

月１日から開設しております。今後は、町内各所で回収ステーション、拠点回収場所というも

のを展開していきたいと考えております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） オフィス町内会の制度そのものは商工会等はやっていないということで、や

はり遅れていますよね。それで、先ほどお伺いしました事業所に対しての説明、理解を求める

取り組み、訪問活動、今回は特に料金が変わるということで、４月１日じゃなくて、その周知

期間があるから、７月１日にしようということで期間が設けられております。その遅くとも７

月までにその事業系ごみを削減する問題や、資源化する問題や、この料金に対する理解、進め

るためには、相当急いで訪問活動を進めなくちゃいけないと思うんですが、町民課でいえば、

この前も言いましたように、環境管理係３人の方です。これは日常的にすごい忙しい仕事され

てる。きれいセンターでは１２人の職員で、日常的にきれいセンターの焼却処理含めた業務も

ある。ですから時間がない。あるのは事務局長ぐらい、でもそれも忙しい。やはりこの前も９

月議会で提案しましたように、臨時の体制をとる必要があるんじゃないか。副町長は、増員は

考えていないと言われました。町民課長は、１人減だけども、頑張っていきたい。その結果が、

６か月経っても進んでいない。ここは、事業系燃えるごみを４割削減すれば、年間２４００万

円ぐらい削減されるという答弁もありましたので、これは費用対効果から見ても、この半年間

に、一気にこの説明をして、そして削減していくという方向を打ち出す必要があるんじゃない

か。そのための体制補強をすべきじゃないかと考えますが、そういう考えは全くないのかどう

か、伺います。

○議長（宮本裕之） 副町長。

○副町長（中原健） この問題について、人員配置等々については、今のところ考えておりません。

どの職場も、先ほど言われましたように、忙しく働いている職員ばかりですので、それに伴っ

て、人事を変えていくということは、現在のところ考えておりません。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 要員については、副町長が申し上げたとおりでありますけども、事業系ごみ

の資源ごみについては、きれいセンターに持ってきていただかずに、リサイクルのほうへ回し

てもらうという考え方であります。事業系ごみについては収集業者が別途おられますので、そ

れからの料金の値上げ等の告知ということになりますけども、きれいセンターのほうで、芸北

広域のほうで、きちっとした説明文書、チラシ的なものも作って、併せて配ってもらいますの

で、その説明はできるというふうに思ってます。それとは別に、また事業系ごみの調査等につ

いては、それとは別ですけども、着実に進めていきたいと思っております。大きなところに限

定をさせていただいてやらせてもらおうというふうに思っておるところであります。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 正規の職員を増やすというのは、無理な現状と思いますが、短期間の協力し

てもらえる人などを、やっぱり人を配置しないと、この問題は進まない。幾ら希望はあっても

物事は進まない、一気に進まないと思いますので、重ねてこれは訴えますが、事業系燃えるご

みの削減することは、現在も将来も町民負担を減らすためには避けて通れません。何としても

体制を強化をして、進めてもらうよう強く要請をして、この問題は終わります。最後に、ホー

プタクシーの問題です。９月議会の一般質問で、ホープタクシーのアンケートについて提案を
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したところ、企画課長は、アンケートの実施を考えている、予定を考えているというか、よく

分からなかったんですが、と答弁をしました。アンケートは実施されるのか、また、その対象、

質問内容等の説明を求めます。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） ホープタクシーの利用者アンケートということでございますけども、公

共交通再編の検証を行うために、ホープタクシーの利用者アンケートは既に実施をいたしまし

た。まだ集計が、全てのところまでは、解析までは至っておりませんが、現在の状況ですと、

ホープタクシーの運賃に対する満足度は、満足、やや満足で約６６％、それから運行路線につ

きましては、同じように７５％という結果でございました。９月議会の時点におきましては、

当然利用料金と、それから利用者増といったところの懸案でございますので、これから利用者

だけではなく、まだ利用されていない方も含めたアンケートを実施する予定にしております。

内容につきましては、今回の利用者アンケートなどの結果を踏まえながら、まだ、具体的な項

目については、現在検討している状況にございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 利用者アンケートは既に行ったということで、満足度は６６％ということで、

かなり上がっていますが、何件の方に、どういう方法で、このアンケート届けて、何件回収さ

れた結果なのか、伺います。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） このアンケートは、利用者の方へということでございますので、運転手

から手渡しで配布をする形にいたしております。バスとホープタクシー、両方アンケートいた

しました。両方では２００枚ということで配らさせていただいております。そのうちホープタ

クシーでございますが、６４人、それから実施期間は１０月の中旬から１１月初旬にかけまし

て。それから回収状況でございますが、約６９％の回収となっております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） ホープタクシーに限りますと、６４人の方に届けられて、６９％、約４０人

ちょっとと。これではちょっと少ないんじゃないかと。大体ホープタクシーの延べ利用数は６

万ぐらいあるわけですね。それは延べですから。ですから、かなりの方が、数千人かどうかわ

かりませんが、そういう方が利用してると思うんです。ですから、まだまだこの結果が全体の

状況じゃないんじゃないかと。もう一度分析をして、本当に皆さんの声を吸い上げることがで

きるようにしてほしいと。それは町長の三大公約の一つである、利用しやすいホープタクシー

ということであるわけですから、先ほど利用者アンケートありますが、本当の声を、もっと規

模を上げてやる必要があると思いませんか、お伺いしたいと思います。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） 規模の話は、一応アンケートということでございますので、抽出度合い

ということがありましょう。それから、これから取り組みますアンケート、全町を対象とした

アンケートも前提ございましたので、２００名ということでさせていただいております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） これから全町対象に行うので２００名というのは。もうちょっと説明を求め

ます。ちょっとよく分からない。

○議長（宮本裕之） 企画課長。
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○企画課長（砂田寿紀） 全町民というか、抽出で３０００人を今のところ予定しているわけでご

ざいますが、そのアンケートをするということが既に予定しておりましたので、今回の利用者

アンケートにつきましては２００人ほど、運行会社の協力を得まして実施させていただいてい

るということでございます。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） 分かりました。３０００人の方に郵送して、お伺いすると思うんですが、や

はり利用されている方、利用しようと思われる方、その方たちが料金や路線についてどうなの

かという質問項目を、ぜひ入れてもらいたいと思うんですが、どうでしょうか。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） 当然料金、それから運行路線、運行区域等も含めたものにはなろうかと

思いますが、基本的には、安ければいいというのは、当然の心理ではございましょうけども、

持続可能性をこれからは構築していく必要がありますので、そのことも踏まえながら、アンケ

ートはとらせていただこうと思っております。

○議長（宮本裕之） 美濃議員。

○２番（美濃孝二） それはもうよく分かってることで、皆さんの意識はどうなのかということで、

全体にやるのであれば、あなたは利用してますか、利用したいと思いますかとか、そういう項

目の中で、また別な料金の問題なんかやると、それを集計すれば、大体分かるわけですよ。集

計の仕方で。ぜひ、そういう声で次のことで進めていただきたい。最後になりますが、人手不

足の中、事業者は懸命に、この運行に頑張っておられます。ホープタクシーは免許のないお年

寄りにとって、この町で住み続けるための命綱になっています。町もアンケートの声をしっか

り受け止め、さらに利用しやすくなるような取り組みを要請したいと思います。以上で、一般

質問を終わります。

○議長（宮本裕之） これで、美濃議員の質問を終わります。暫時休憩いたします。午後１時から

再開します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ０時 ０１分 休 憩

午後 １時 ００分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開いたします。休憩前に引き続き、一般質問を行います。次に、８番、山

形議員。

○８番（山形しのぶ） ８番、山形しのぶでございます。先に通告いたしました北広島町の強みを

どう考えるかについて質問いたします。北広島町に住んでいるという話をしますと、北広島町

には何があるのかという質問を、町外の人から聞かれることが多々あります。この質問をされ

る度に、北広島町の伝統芸能である神楽、また、観光地である八幡高原やテングシデ、そして

活発なスポーツ活動、どん北のソフトテニスやパラ陸上の競技などについて話をしますが、町
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外の人にすぐ、北広島町に住んでいるよと伝えると、あっこういった場所だよねと、頭に浮か

ぶものがすぐにないというふうに思いますと、少し寂しい気持ちになります。北広島町と聞け

ば、すぐに頭に何かが浮かぶものがある町であってほしいし、魅力を感じる町であってほしい

と願っています。また、その魅力を伝えられる自分自身でなくてはならないとも思っています。

北広島町のイメージキャラクターである花田舞太郎は、北広島町が誇る、ユネスコ登録の無形

文化遺産壬生の花田植がモチーフであり、その名は、豊かな稲作文化が育んだ伝統芸能神楽の

舞にちなんでおり、北広島町観光大使第１号とホームページに説明がありました。花田舞太郎

の命名にもありますように、壬生の花田植は、北広島町を代表するだけではなく、国の重要無

形民俗文化財でもあります。町内には、新庄のはやし田や、原東大花田植などもあり、花田植

には、文化的な意味と観光資源としての意味もとても強くなっています。本日の中国新聞にも、

ちょうどいい記事が載っておりまして、壬生の花田植、北広島町の壬生のＮＰＯ法人壬生の花

田植保存会が２０１９年度の地域文化功労賞、文部科学大臣表彰を受けられまして、昨日、箕

野町長に報告にいらっしゃった様子がこちらの新聞にもございました。こちらに、藤本理事長

から、先人田楽団や飾り牛にかかわる関係者を代表していただいた。受賞を励みに、責任を持

って公開を続けたいと、気持ちを話していらっしゃる様子もこちらに掲載をされていました。

そんな中、伝統を守るということは容易ではなく、保存会の熱心な活動や田楽団の活発な取り

組みがありながらも、壬生の花田植では、今年の観客数は１万人を切るなど、北広島町への来

場者数が減ってきています。壬生小学校では、小学校４年生から保存会、田楽団とともに練習

を始め、子どもたちも伝統の継承に向けて頑張っています。児童の中には、田楽団員の所作に

憧れを抱いておりまして、将来の入団を楽しみにしている児童もおります。今年の４年生は、

特に熱心に活動している児童が大変多くおりまして、私の次男もですが、子どもたちが自主的

に集まって花田植の練習をするというのを行っています。今日は何時に、応援グッズ、野球の

応援のメガホンを持って、何時にどこどこに集まろうというふうに子どもたちが集まって、自

分たちで練習をしているというように、憧れというものを実際に、自分たちが活動できる喜び

を感じている子も大変多くいる学年であります。この大切な伝統を守るためにどうすればいい

のだろうか。北広島町として守り継げ、そして広げるためには、どのように取り組んでいくべ

きであるのかというのを考えまして、本日は、壬生の花田植に焦点を定めて質問をしてまいり

ます。まず、１つ目の質問です。北広島町には多くの文化財がありますが、ユネスコ登録の無

形文化遺産であります壬生の花田植の伝承について、北広島町がどのように考えているのかを

伺います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） それでは、壬生の花田植の伝承についてでございますので、生涯学習

課のほうからお答えをさせていただきます。壬生の花田植は、田の神様を迎えて盛大に田植を

行う、豊作を祈る民俗行事として行われてきました。昭和５１年に国重要無形民俗文化財、そ

して平成２３年には、ユネスコ無形文化遺産に登録をされました。先ほど議員もおっしゃいま

したように、今年の１１月、壬生の花田植保存会が文部科学大臣から地域文化功労者表彰を受

章されております。これもひとえに田楽団、そして地元の皆様のおかげだというふうに思って

おります。壬生の花田植は北広島町の貴重な文化遺産であり、将来への継承は大変重要である

というふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 山形議員。
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○８番（山形しのぶ） 今、答弁いただきました。将来の継承については、とても大切でというふ

うにありましたが、その継承、この花田植の伝承に向けまして、行政ではどのような取り組み

を行っておりますでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） これまでに支援ができた部分ということでございますが、平成２６年

から２８年の３年間、壬生の花田植現況調査を実施をしております。これにつきましては、現

在の町内の花田植の状況につきまして調査を記録し、報告書としてまとめたものでございます。

町内の学校や地域づくりセンター、関係者や協力者など広く配布をしております。また、伝承

館には、毎年春に町内の花田植につきまして企画展を行っております。そして北広島町のホー

ムページ、こちらでは、壬生の花田植のビデオを日本語版と英語版で公開をするなどの情報発

信を努めています。このほか、壬生の花田植保存会に補助金を出しておりますが、ユネスコ遺

産登録以後は、実行委員会形式で一般公開の支援も行っております。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 今、伝承に向けまして、行政が取り組んでいる内容、報告書の作成や企画

展、また、ホームページにもいろいろ載せているという話がありましたが、いかがですか、こ

ういった形、いろんな取り組みを行っている中で、この壬生の花田植というのが、日本各地、

また英語でもホームページ紹介しているということですので、世界に広がっているなというふ

うに行政のほうが感じていらっしゃいますでしょうか。さまざまな活動をされていらっしゃっ

て、あっ、ちょっと広まっているなというふうに実感を感じることがありますでしょうか、伺

います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 世界にということになりますと、なかなか、その実感というのはない

んですが、日本国内ではホームページに対しての質問でありますとか、たくさんの反応がござ

います。また、昨日の報告会のほうでも、花田植保存会のほうが京都のほうに行かれて受章さ

れたわけでございますけど、その場でも、花田植については知ってるというような方もいらっ

しゃったようですので、やはり花田植というのは、北広島町にとりまして知名度の高いものに

なっているのではないかと思います。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 非常に知名度が高いという答弁もいただきました。社会科の中学校、小学

校に載ってるか分かりませんが、中学校の社会科の教科書にも、私が初めて壬生の花田植とい

うのを知ったのは、もう随分前のことです。社会科の教科書に載っていることで知ることがで

きました。そのぐらい広く伝えていこうという取り組みは行われていると思いますが、やはり

長い期間、大切に伝統を守られていらっしゃると大変な苦労もたくさんあります。先ほど少し

お話もありましたが、ユネスコの世界無形文化遺産登録時、平成２３年と、そして今、この平

成３０年度、この壬生の花田植に対する予算、補助金等、先ほどお話がありましたが、変化は

ありましたでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 予算ということでございますが、平成２３年度、こちらは総額で４６

６万４０００円でございました。ただし翌年、２４年が総額で７６１万６０００円ということ

で、現在３０年度、こちらが総額で５９２万円の予算化をしておりました。以上です。
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○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） ２３年、そして登録後の２４年が７６１万円、そして３０年度が５９２万

円ということで、行政のほうも予算という形で、壬生の花田植を支援していらっしゃる様子が

多々分かると思います。その中で、これだけの予算を組んで応援したいという気持ちはあると

思いますが、ちょっとこちらには質問等はしておりませんが、生涯学習課長が思うこの花田植

に対する、これだけの予算を組んで応援していきたいという気持ちにはどういった思いがある

か、伺えたらと思います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 壬生の花田植につきましては、川東の田楽団、そして八重の田楽団が

それぞれ行っておられます。これを保存していくだけでも大変な活動だと思っております。た

だし、壬生の花田植に関しましては、先ほど議員おっしゃいましたように、かなり後継者のほ

うも育成をされておりまして、結構入団の希望者もいらっしゃるということです。こうした北

広島町にあります資源を大切にしていく、そのためには、やはり行政としましてもできる限り

の支援はしていきたいというふうには考えております。ただし、公開に上がる人数のほうも多

少減になっているというところもありますので、今後、やはり規模に応じたところは、見直し

ていかなければいけないかというふうに思っております。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 今の答弁について、今、もう一度伺ってもいいですか。訂正等がありまし

たら、お願いします。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 行政として支援していきたいという話がありました。田楽団に入団希望が

大変増えているという話もありましたが、私は壬生の田楽団に所属をしておりますが、簡単な

ものではないという状況があります。私もすぐに入団というのを、こちらに結婚してまいりま

したら、すぐに誘ってはいただいたんですが、今一歩、踏み出すことがなかなかできず、入団

をするというのに勇気が要るというのがありました。それを大切な伝承を守り続けていくため

には、簡単な気持ちで入団することができないのではないかというふうに思っていたんですが、

子どもの田楽団の指導に団員の方が熱心に来てくださって、始めるときが夏の暑いときなんで

すね。夏の暑いときに、仕事が終わって夜の練習にわざわざ来てくださって、子どもたちに熱

心に教えてくださっている。その状況を見てるときに、私は、このまま入団はしませんと言い

続けている自分が情けなくなり、入団をしたということになりますが、毎年、新入団という形

で少しずつは増えてきてはいると思います。ただ、若い年代、２０代の方、もしくは３０代の

方がどんどん増えているというふうになると、非常に難しい状況にもなるかと思うんですね。

また、こういったところは、続いての課題にはなると思いますが、ちょっと続いての質問でも

お答えいただければと思います。北広島町は、３つの花田植の活動や取り組みで、さまざまな

ことがあると思いますが、その中での課題、こういった問題、こういった取り組みにもう少し

力が欲しいなといったもの、どういったものがあると行政として認識しておりますでしょうか、

伺います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 花田植の活動、取り組みの課題ということでございます。やはり資金

源というところがあると思うんですが、花田植に欠かすことのできない飾り牛の継承、こちら
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につきましては、牛を飼う人も減っているというところも課題があると思っています。また、

花田植に使う衣装や太鼓、飾り牛の花鞍などの修理、こういったものの購入や修理などについ

ても問題があるというふうに思っています。また、新庄、それから原東のほうもありますけど、

こういったところでは継承していくための後継者、こういった育成についても課題があるとい

うふうに思っております。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 今、非常に資金源という話がありました。また飾り牛の継承、そしてさま

ざまな使う物についての修繕費もかかるというのがありました。先日、修繕費という形で、ど

のぐらいかかるのだろうというのを調べてみました。大人の中でもあるんですが、子ども田楽

の中でも、サンバイが使うササラ等も非常に割れておりまして、割れている中でも、子どもた

ちが使っています。一生懸命それを使って、サンバイも頑張ってねと言いたいんですが、強く

してしまうと、ここがもっと割れてしまうからどうしようというふうに、子どもが悩みながら

やっていました。なので練習用はこれを使って、本番用は、ちょっとここ折れているけど、折

れていないところ使おうねとか、あとは早乙女が使う苗でありますが、その苗のほうは、川東

田楽団の方がこういった形で作るといいよというのを教えてくださって、子どもたちで一つ一

つペンキで色を塗ったりして作り上げたというふうに、備品等についても、厳しい中でも何と

かやってきているという状況です。今たくさんの課題を伺いましたが、その課題解決に向けて、

どのような支援ができると考えていらっしゃいますでしょうか、続いての質問になりますが、

答弁を願います。

○議長（宮本裕之） 答弁を求めます。生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 課題解決に向けての取り組みの考えということでございます。現在、

教育委員会のほうでは、ふるさと夢プロジェクト事業を行っているところでございます。各学

校の総合的な学習の一環として、地域の皆さんの指導によりまして地域学習に取り組んでいま

す。壬生小学校では、子ども田楽、花田植米づくりや金管バンドに取り組んでおりまして、子

ども田楽や金管バンドの成果を壬生の花田植で披露させていただいております。新庄小学校で

は、新庄のはやし田に取り組んで、学習発表会や新庄夜市で披露しています。また、赤米を栽

培し、宮島の大聖院のほうへ奉納をしているところです。こうした郷土の歴史、自然や伝統、

地域の方々と積極的に体験交流することで北広島町に愛着を持って、将来、北広島町に住みた

いと考える子どもたちを増やしていきたいというふうに思っています。また、各学校で取り組

んでおりますふるさと学習、こちらに対しましては、１校１回のバスの補助金を行っておりま

す。広く町内の文化財に触れる機会を提供しています。これらは、子どもたちに当町の文化を

継承するために重要な事業として捉えています。先ほど答弁いたしました中で、八重の田楽団

というふうに間違えて言いました。壬生の田楽団に訂正をさせてください。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 今、課題解決に向けては、夢プロジェクトという形で、子どもたちが地域

に愛着を持って、住み続けたいと思う学習につなげているという答弁がありましたが、先ほど

私が伺った課題の中で、課長から答弁いただきましたのは、資金源のこと、飾り牛の継承のこ

と等の話がありました。子どもたちの継承に向けてという形ではなく、どちらかというと資金

源、飾り牛の継承についてのことが課題というふうに答弁いただいたと思いますが、そちらの

課題について、どのような支援ができるかと伺いましたので、そちらの形でご答弁いただけれ
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ばと思います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 資金源の支援ということでございます。こちらにつきましては、国の

補助等もあります。ただし、一定の金額以上の補助になりますが、現在、壬生の花田植保存会

の方とも協議を行っているところでございます。また、飾り牛の保存会、こちらにつきまして

も、どういったところが修理が必要か、また、何が必要かというところの協議は行いました。

こちらについても、今後必要な支援は行っていきたいというふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 確認をしていただいて、必要な支援は行っていくというふうに答弁いただ

きましたので、こちらは安心をいたしました。壬生の花田植を今観光資源として、どのような

取り組みが行われているのかというのを質問に挙げております。例えば、２０１９年の１月か

ら３月は、ちょうどＰＲイベントといたしまして、商店街にぎわい創出事業といたしまして、

早乙女衣装を着てＳＮＳで発信していこうというのがございました。また、先日も壬生の田楽

団でありますが、観光の紹介という形で披露させていただいたというものもあります。さまざ

まなイベントで活動されていらっしゃると思いますが、そのほか観光資源として壬生の花田植

を考える場合、そのほかどのような取り組みが行われておりますでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 壬生の花田植は、ユネスコ無形文化遺産に登録されておりまして、

多様な観光資源を有する本町の中におきましても、強力な観光資源の一つでございます。この

資源を生かしまして、入り込み観光客数及び関係人口の拡大、そして観光消費額の拡大にどう

つなげていくかという取り組みが必要であると考えております。具体的な観光資源としての取

り組みといたしましては、誘客が主なものになろうかと思いますけども、公開当日の来場者を

拡大するために各種パンフレット、ＳＮＳ、町外イベントやマスメディアを活用した情報発信

などを行っております。また、旅行会社等を対象とした観光情報説明会等でその魅力を紹介し、

ツアー造成への働きかけ等を行っておるところでございます。そして、先ほど議員さんもおっ

しゃいましたけども、今年１月から３月にかけましては、空き事務所を活用して、花田植ギャ

ラリーを開設いたしまして、早乙女衣装の着用体験によるＳＮＳを活用したキャンペーンなど

に地元の商店街の方のご協力を得まして実施をさせていただいております。なお、情報発信を

行うに当たりましては、新庄のはやし田や原東大花田植の情報も併せて発信させていただいて、

多くの方に本町を訪れていただけるよう取り組みを行っているところでございます。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） さまざまな観光資源としても、強力な観光資源という話はいただきました

ので、さまざまな場所で活動されていらっしゃる様子を伺いました。観光資源として、先ほど

も少し触れましたが、早乙女衣装を着てＳＮＳで出していこうというイベント、このギャラリ

ーの中で体験をしていただきまして、その早乙女衣装は簡単に着れる早乙女衣装でありました。

なかなか私も自分で着ることができないんですが、その早乙女衣装というのは、ちょっとマジ

ックテープ等を使って着ることができる衣装でして、昨年、今年になると思うんですが、ある

広島北養護学校の先生からご連絡をいただきまして、壬生の花田植というのが地域全体として

頑張っていると。その頑張っている様子を授業の講師としてしてくれないかという話をいただ

きまして、田楽団の方、団長の相談をさせていただいて、田楽団員の方と一緒に太鼓、また、
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早乙女の衣装を着て、一緒に活動するということも行っております。本当にさまざまな、観光

資源でありながら、その観光、来てもらいたい、知ってもらいたいというのには、やっぱり人

の気持ちというのがつながる部分があります。そういったいろんな方の気持ちをつなげながら、

観光資源として壬生の花田植をＰＲしていく大切さはあると思います。今、さまざまな活動を

いただきましたが、この観光資源として考える中で、工夫、また課題というものは、どういっ

たものがあると認識していらっしゃいますでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 壬生の花田植につきましては、年に一度公開される伝統行事でござ

います。従いまして、観光客の来場は開催日の一日に限定されております。そのため、観光客

による消費についても、その日に限定されるということですので、その部分が課題であるとい

うふうに考えております。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） ６月の第１日曜日、年に一度のみという話がありました。いかがですか、

商工観光課のほうに、壬生の花田植はいつありますかという問い合わせとかはよくありますか。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 観光協会のほうが問い合わせ窓口ということにはなりますけども、

４月、５月辺りからＰＲ活動等行っておりますので、具体的に時間、開催、公開時間等の問い

合わせというのは、その５月辺りから増えていくというふうな状況でございます。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） ５月辺りから増えてきているというぐらい認知されつつあると思うんです

ね。今回の質問で、あえて北広島町の強みをどう考えるかというふうにタイトルにさせてもら

いました。この観光資源の強みとして、壬生の花田植をどのようにＰＲしていくべきと考えま

すでしょうか、一日だけの花田植の日というのもありますが、花田舞太郎は、この壬生の花田

植をモチーフにしたものであります。それだけ北広島町を中心として盛り上げていく壬生の花

田植という認識をされていらっしゃると思いますので、強みとしてはどのように、まだＰＲし

ていく術があると思いますが、考えていらっしゃる内容を伺います。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 壬生の花田植につきましては、早乙女、はやし方、そして飾り牛の

規模が地域最大であり、ユネスコの無形文化遺産に登録されているという点、また、公開会場

が広島市からのアクセスがよい位置にある点、そういったところを広くＰＲしていくとともに、

花田植を知らない方、知っているが訪れたことがない方などに対して、十数頭の飾り牛を間近

で見ることができることや、飾り牛や田楽団の道行きが行われる商店街への散策などの魅力を

発信していくことも大切であるというふうに考えております。ＰＲの方法といたしましては、

時期及び方法について、効果あるものを十分に検討いたしまして、マスメディアの活用、イベ

ントでの告知、パンフレット、チラシ配布、ＳＮＳによる情報発信等を複合的に活用していく

ことが有効であるというふうに考えているところでございます。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 今は本当にマスメディア、またＳＮＳの発信というのが非常に大事になっ

てくると思います。このＳＮＳも出し方次第と言いますか、同じ内容のものだと、こういった

内容だねというふうに、さらっと見ていただくものではあると思うんですが、今は、ＳＮＳを
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使うとなると、シェアして、広げていってもらう手段というのもまた必要だと思うんですね。

この紹介だけのものになっている部分が少しあるかなというふうに感じておりますので、この

紹介をさらに広げていってもらいたいという活動をしていく必要がもう少しあるかなというふ

うに、方法として、私は考えております。それはもう私も言うだけではなく、その発信して広

めていくという努力をしていかないといけないと思ってますので、商工観光課のほうでも、そ

ういった広げることについてもお考えいただければと思います。先ほども少しお話もありまし

たが、６月の第１日曜日の壬生の花田植の来場者数１万人を切ったというふうに話させていた

だきました。この人数増加に向けて、さまざまなマスメディア、ＳＮＳ、それからＰＲをもっ

ともっとというふうにありますが、今一度どのような取り組みが必要かというのをお話くださ

い。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 平成２３年１１月にユネスコの無形文化遺産に登録されて、初めて

の公開となりました平成２４年の来場者数、これは１万５０００人と、前年の約２倍の方がお

越しになりました。しかしながら、年々減少傾向にございまして、登録から８年が経過いたし

ました今年の来場者数は６０００人と、登録前の水準を下回っている状況でございます。こう

した状況を改善し、多くの方にお越しいただくためにも、先ほど回答させていただきましたよ

うな情報発信に、しっかりと取り組んでいく必要があると考えております。また、リピーター

対策といたしまして、来場者が気持ちよく一日を過ごしてもらうことができるよう、おもてな

しの向上に努めることも大切な要素でございます。従いまして、地元関係者、観光協会及び行

政がそれぞれの役割を明確にしまして、連携をして、満足度の向上に取り組むことも必要であ

ると考えております。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 来場者が増えるようにということで、おもてなしという言葉がありました。

ここ数年、壬生の花田植の中でも高校生がボランティアとしてお手伝いをしてくださっている

というのがありますし、また少し、衣装を着ることもできる等々工夫もされていると思います。

そういったこともさらに広げていくことができると、昨年とまた違う、もう壬生の花田植その

自体は楽しんでいただきながら、そのほかでも楽しめることができる、また行ってみたいなと

思えるまちづくりというのにもつながることができると思っています。こちらは、あればでい

いんですが、新たな取り組み、この壬生の花田植、また来場者増加に向けまして、新たな取り

組み、何か考えがありましたら、伺います。

○議長（宮本裕之） 商工観光課長。

○商工観光課長（沼田真路） 新たな取り組みといたしましては、新たなターゲットへ向けた情報

発信に取り組んで、誘客を進めていくことを検討しております。一つには、広島を訪れる外国

人観光客に対しまして、本町の魅力及び二次交通の情報を併せて発信いたしまして、来訪を促

進したいというふうに考えております。次に、定住外国人に対する情報発信でございます。町

内及び町外に定住されている外国の方に対しまして、イベント情報を発信させていただいて、

来場していただけるよう取り組みを進めてまいりたいと考えているところでございます。その

ほか、来年開催されます第３７回全国都市緑化ひろしまフェアにおいてはガイドブックへの掲

載、そして関連イベントとしての実施等を検討しておるところでございます。

○議長（宮本裕之） 山形議員。
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○８番（山形しのぶ） さまざまな、知っていない世代にも知っていただける努力というのは、本

当に幅広い範囲で行えると思っておりますし、また、外国人だけではなく、いろんなイベント

の中でも、この北広島町の壬生の花田植をＰＲできるポイントを見つけていっていただいてい

ると思いますので、その活動を今後も大きく期待をしたいと思います。この花田植というのは、

壬生の花田植というのは、壬生地区にとって大変重要なものであります。壬生地区の壬生の将

来のビジョンづくりという中で、中間報告としてのアンケートがありました。その中で、壬生

地区で誇れるもの、誇れること、１０年後、２０年後も残していきたいもの、伝えていきたい

もの、大切にしていきたいものとして選ぶ中では、壬生の花田植を選ばれた方がアンケートの

６８通中、約７０％が壬生の花田植を残していきたいというふうに、継承に対する気持ちを大

きく持っていらっしゃいます。この壬生の花田植など、伝統を守るための子どもたちの伝承と

いうのも大変大切であります。先ほども子どもたちが自主練習をするほど今頑張っているとい

う話をさせてもらいました。これは学校の先生方の取り組みも非常に大きく、この花田植の練

習を花田植前、そして、さまざまなイベント前というのは夜練習を行います。その夜の練習に

子どもたち、そして来てくださる保護者の方、協力いただく保護者、また田楽団員、そしてや

はり協力なくてはならないのが先生方でいらっしゃいます。この度の４年生の取り組みの中で

は、先生方の事前の取り組みというのが非常に大きくて、子どもたちの気持ちが高まったとこ

ろから、花田植の伝承に向けて動くことができたので、非常に子どもたちも前向きに取り組む

ことができ、大変感謝をいたしました。教育委員会の動きというのも大変大きな、重要な部分

でもあります。この教育委員会が思う地域学習の取り組みに対しての考え方をいま一度伺いま

す。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 生涯学習の取り組みというところでございます。北広島町にはさまざ

まな自然、それから文化がございます。こういった自然や文化を子どもたちに、まさに知って

いただきたいというふうに思っています。壬生小学校、それから新庄小学校で、先ほど言いま

したような田楽やはやし田の取り組み、こういったことも一つにあるというふうに思います。

こういったことを地域の方々と一緒に、ともに学んでいきながら、それに触れ合うことを通し

て、北広島町のよさを知っていただきたいというふうに思います。昨日、保存会のほうと話を

しましたが、壬生小学校では、全ての子どもさんが田楽を経験するということに現在はなって

おります。ですから、全ての子どもさんがそうして学校の地域学習を通して、将来花田植を知

っていく、こういったことも非常に大切になってくるのではないかというふうに思います。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 今、課長のほうから、全てがという話がありましたが、非常に、そこの全

てという部分、私は保護者として参加しておりますので、実は厳しいところがあります。今ま

では、田楽を子どもたちが、体験するのが必ずということではありましたが、今は時代も変わ

ってきておりまして、夜の送迎というのが難しいという保護者もいらっしゃいます。この参加

というのをしなくてもいいのではないかと考えて、そのように対応される方もいらっしゃる時

代になってきています。なので、守るというのが非常に難しい状況ではあると思うんです。そ

ういった中で、子どもたちが地域の方々と一緒に行うというのを今回４年生がとてもよかった

なと思うのは、子どもたちから学びたいという気持ちに持っていくことができたんですね。早

く練習を始めてほしい、早く披露させてもらいたい、早く頑張ったことをみんなに見てもらい
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たいというふうに子どもたちが気持ちを持っていくと、情けない話ですが、保護者のほうがち

ょっと消極的であっても、子どもたちが頑張るんならという形で保護者も応援の気持ちを持つ

ことができるようになってくると思います。そういった形で、教育委員会としても地域学習の

大切さをさまざまな角度から考えていただきたいと思います。続いての質問に進みます。壬生

の花田植を北広島町の強みとして生かすためにさまざまな活動、こういったＰＲ等もありまし

たが、必要なこと、どういったことが必要だと考えますでしょうか、伺います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 無形民俗文化財の保存という観点からしますと、人から人への伝承が

一番大切であるというふうに思っています。壬生の花田植の承継につきましては、田楽団、そ

して地域の皆様方の協力により積極的に行われております。これこそが、まずは強みであると

いうふうに考えています。今後さらに北広島町の強みとして発展させる、そういった観点から

は、観光、消費額の拡大、こういったことも必要なのではないかというふうに思います。経済

的な効果のある事業を展開するために、宿泊が伴うようなコンテンツの開発、それから年間を

通して花田植を体験できるようなメニューの開発、そういったことも必要ではないかというふ

うに思います。本来、農耕文化から派生しました伝統芸能であるということが一番大切だとい

うふうに思います。そこを踏まえながら、観光関係団体や地元関係者、そういった方々との連

携をとって花田植を体験でき、楽しむことができるような仕組みづくり、こういったことが必

要ではないかというふうに考えます。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 今、課長のほうから、人と人への伝承が一番大切な、一番強みですよとい

う話がありました。この言葉が出てきてほしいなと思っていたので、非常に、こちらの面はう

れしく思います。やはり伝統をつなげていくためには、人から人へというところが何よりも大

事だと思っておりますので、そこで見える部分、その人から人へ伝わるときに、よさを頑張っ

て伝えていこうというものが、伝統を守っていく大切な一つ、何よりも大切なものになるので

はないかと思っています。ちょうど昨日、スーパーで買い物をしておりましたら、元早乙女だ

った方と話をして、その方とそれじゃあというふうに別れたところで、もう一度駆け寄ってき

てくださいまして、ちょっとこれをどうしても言いたかったよという話があって、先日のイベ

ントで、子どもたちの花田植を見たけども、すごかったね、もう涙が出たよというふうにお話

をされていらっしゃいました。そのぐらい人の気持ちを動かすことができる活動があるという

のは、この町に住む私たちにとっても大変ありがたいことだと思っています。今、壬生の花田

植を今日は中心に答弁をいただきました。北広島町の強み、では何かというのを考えながら、

この質問を考えてまいりました。最後の質問になります。この北広島町の強みとは一体何が、

その強みを生かすために、どのようにすべきと考えるかというのを町長の考えを伺いたいとい

うふうに思っています。先ほどの同僚議員の別の質問ではありますが、定住に向けては、まち

づくりをしっかり行っていくというところ、また、地域の人と人の大切さというのも、町長の

ほうからも答弁がありましたので、強みについて、その強みを生かすために、町としての考え

を町長の意見として伺います。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 先ほど来話があるように、北広島町は、伝統芸能を中心とした文化の町だと

いうことも言えるんだろうというふうに思っています。花田植、それから神楽、そのほかの伝
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統芸能もいろいろあります。これらが長きにわたって伝承されてきている。それ自体がなかな

かできることではないというふうに思っています。そうしたことが伝承されてきているという

のは、ちょっとやそっとではまねができないことだというふうに思っています。そうした意味

でも、こうした文化が残っているというのは本町の大きな特徴であり、強みであるというふう

に思っています。それが経済活動、そういったところへの、観光もそうでありますけども、そ

ういった形で地元にお金が落ちるような仕組みづくり、メリットづくりも今後していかなけれ

ばならないというふうに思っています。壬生の花田植もユネスコ無形文化遺産登録がされ、よ

りきちっと伝統を守っていかなければならないという部分の期待度も高くなっているというこ

とで、保存会の皆さんを中心に、そういった保存活動については一生懸命取り組んでいただい

ておるところでありますが、その経済事業のメリットを生かすような取り組みというのは、ま

だ不十分な点もあるというふうに思っています。こうした、来て楽しんでもらえるような仕組

みづくり、体験して楽しんでもらえる、また、いろんな経済活動につなげていく、お土産物も

そうでありますけども、いろんな面で、そうした仕組みづくりをこれから作っていかなければ

ならないというふうに思っています。民間の皆さんと一緒に、ここらは議論しながら進めてい

きたいと思っているところであります。大きな意味でのまちづくりとは少し違うかも分かりま

せんけども、根底としては、そういったものがあるというふうに思いますし、他の市町がすぐ

にまねができない点でもあるというふうに思っています。

○議長（宮本裕之） 山形議員。

○８番（山形しのぶ） 長きにわたり本当に守っていっている、この文化があるというのは強みで

すよと、町長からも答弁がありました。最初にお話をしましたように、北広島町には何がある

のと聞かれてしまうのではなく、あっ北広島町と言えばということで、あっ神楽もあるね、壬

生の花田植もあるね、観光地もこんなところがあるよねというふうに、すぐに出てくる町であ

ってもらいたいなというふうに思います。そうなるためには、私たちも自信を持って、この北

広島町のよさというのを伝えていかなければいけないですし、今後、これからもそのよさをき

ちんと伝えていけるように、よさを知っていないと伝えることはできないと思いますので、そ

のよさをしっかりとつながるように、私たちも先に向けて努力をしていくべきだと思っていま

す。そういった中で、町ができる役割というのもたくさんあると思いますので、その取り組み

をさらに広げていき、北広島町のよさを多くの方に分かっていただくように、住むためには分

かるところが一番だと思いますので、知っていただくために努力をいただきたいと願いまして、

私からの質問を結びといたします。

○議長（宮本裕之） これで、山形議員の質問を終わります。暫時休憩いたします。５５分から再

開します。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 １時 ４５分 休 憩

午後 １時 ５５分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～
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○議長（宮本裕之） 再開いたします。次に、１５番、大林議員。

○１５番（大林正行） １５番、大林正行でございます。今回は、火災予防の取り組みについて質

問いたします。去る１０月３１日未明に、沖縄の象徴である元琉球王朝の王城であった首里城

が、火災により一夜にして瓦れきに化してしまいました。沖縄の象徴で、沖縄県民の心の支え

であり、沖縄を訪れる多くの観光客が足を運ぶ、沖縄有数の観光地でもありました。火災は、

その建物を消滅させるだけでなく、思い出や命さえ奪ってしまいます。これから空気が乾燥し、

火災が発生しやすい季節となりますので、火災予防の取り組みについて、以下の質問をいたし

ます。まず、町内には、古保利薬師の仏像１２体と龍山八幡神社が国の重要文化財に指定され

ておりますけれども、そのほかにも、町内には同様の重要建造物があるのかどうか伺います。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 国の重要文化財ということでございますので、生涯学習課からお答え

をさせていただきます。議員言われました今の２つのほかに、国重要有形民俗文化財としまし

て、樽床八幡山村生活用具及び民家がございます。また、建造物以外では、芸北の染色用具及

び草木染めコレクション、それと川東のはやし田用具がございます。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 私が申しました以外に、重要有形民俗文化財として、今おっしゃいました

けれども、今回は火災の関係でございますので、建造物に限って質問していきたいと思います。

重要建造物は後世に残していく必要があると思いますけれども、その防火対策についてはどの

ように考えていらっしゃるのか、お伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 文化財は、我が国の歴史や文化を理解するために欠かすことのできな

い貴重な国民の財産であるとともに、将来の発展向上になくてはならないものだというふうに

思っております。また、将来の地域づくりの核になるものとして、確実に次世代に継承してい

くために適切な防火対策が必要と考えております。龍山八幡神社では、平成２７年度に老朽化

した消防設備を修理をしております。また、各施設の消防設備の点検を毎年専門業者に委託を

して実施をしております。このほか、毎年文化財防火デーには各施設とも消防訓練を行い、文

化財の保護を図っております。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 防火設備の更改であるとか、定期点検等されているということでございま

すが、福山とか尾道地区の消防組合では、首里城の火災を受けまして、管内の文化財施設、当

地には国宝等たくさんありますので、これの防火体制について、臨時に査察したという報道が

ありましたが、本町では、このような取り組みはされたのかどうかお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 本町において、そういったことはしておりません。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 文化財の査察ですが、本町においては、消防本部としても行っておりませ

んが、文化庁のほうから通知が来ましたので、その旨が全てそういった関係に届いております。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） まだしてないけれども、文化庁から通知が来たということで、これから取
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り組まれるということでしょうか。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 消防本部のほうでは、１月２６日の文化財防火デーに併せまして、こうし

た文化財の訓練、立入検査、これを行うこととしております。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 次に、こういった国の指定重要文化財でありますけれども、有形民俗文化

財も含めてでございますけれども、防火対策についての国の基準、こういうような設備をしな

さいと、そういうものがあるのかどうか、また、国からのそれに対する予算措置があるのかど

うか、お伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 防火対策につきましては、消防法により、それぞれの施設に応じた消

防設備の設置が義務付けられております。それに基づいて消防設備を整備をしております。な

お、国の重要文化財は、消防法令上、原則として、規模にかかわらず、消火器、または簡易消

火用具及び自動火災報知設備を設置しなければなりません。国からの補助金ですが、補助額１

００万円以上の事業が補助対象になります。補助率は、補助事業者の財政規模などにより異な

りますが、国が５割から８割補助で、県、町、所有者がその残りを案分します。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 施設ごとに防火設備の設置が義務付けられているということでございまし

たけれども、それでは次に、施設ごとに、３つ主にありましたので、質問とか確認をしていき

たいと思います。まず、古保利薬師でございますけれども、ここには、私が行ってみた限りで

は、消火器が４基設置してありました。これ以外には、火災報知機ちょっと見当たらなかった

んでございますけれども、もし私が見た消火器だけでは、この国の重要文化財を守るには不十

分だというふうに思いました。現状がどうなっているのかという確認と、首里城の火災でも言

われておりましたけれども、まず、初期消火が非常に大事であるということで、私は、スプリ

ンクラー、これの設置、あるいは、さらに消火栓でありますとか、火災報知機の設備が必要で

はないかというふうに思いますけれども、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 古保利薬師の消防設備ということでございます。こちらにつきまして

は、各建物に消火器を設置しております。また、収蔵庫には、自動煙感知器を備えております。

これは警備会社へ通報できるような仕組みになっております。また、仏像のある収蔵庫は通常

は施錠しております。見学者があった場合、その都度管理人が開錠し、開設を行い、終了後に

また施錠するようにしております。また、収蔵庫は耐火構造物、鉄筋コンクリート造になって

おります。そのため防火機能は大きいものとなっていると思っています。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 収蔵庫については耐火性ということと、報知機があって消防署へつながっ

ているということでございましたけれども、やはり火の気がないということではないと思うん

ですけれども、スプリンクラーというのは、燃えてしまったら仏像も再現できませんので、必

要ではないかと思いますが、その考えはありませんでしょうか。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 現在、スプリンクラーにつきましては、非常に高額であるということ



- 37 -

もあります。そういったことからも、現在のところは考えておりません。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 現在考えてないということでありますけれども、私も古保利薬師の場合は、

昼間は管理人さんがいらっしゃいます。夜は無人になるということで、火の気もないんで、夜

は火の気もないということで、早々火事になることはないかなというふうに思ったんですけれ

ども、管理人さんから伺ったんですけれども、今はちょうど落ち葉が落ちてるんで、それをほ

うきで集めてらっしゃるんですけれども、そこにたばこの吸い殻が落ちてるというふうにおっ

しゃってました。ぞっとしますよということでありました。それで、夜は誰も行かないといっ

ても、近ごろ賽銭泥棒が５回入ったということでございました。それで、その対策として防犯

カメラを付けましたら、夜中に犯人らしき人物が写ってたと。ただ、暗くて特定ができないと

いうことでありました。想像しますと、賽銭泥棒の後、一服して帰ったんかなというふうに思

いました。何でそう言うかといいますと、私の近所にも神社がありまして、賽銭泥棒が既に五、

六回入ってます。警察にも通報して調べてもらったんですけれども、たばこの吸いがらと、そ

れをもみ消した跡がありまして、やはり同じようなことをしたんじゃないかというふうに思い

ました。警察のほうは、これ犯人のものだろうということで、鑑識の方が持って帰られました

けれども、今もって犯人は捕まっておりません。そういったことで、神社等は山の上にあった

りして、夜は誰も行かないから安心だというふうに思っておりましたけれども、そういった火

の気のないところでも安心ができないということで、非常に大事な、先ほども未来に確実に残

さないかんということおっしゃいましたけれども、そういった意味では、私はさらなる防火設

備、スプリンクラーが一番いいんじゃないかなというふうに思ったり、そこにも消火栓も確か

ないんで、もし火事になったら、どこから水を取るんかなと、そういうちょっと心配もありま

したけれども、また、そこらも含めてご検討いただきたいと思います。次に、龍山八幡神社で

ございますけれども、ここには、私が行ってみた限りでは放水銃が２基、それから消火栓が１

基、消火器が３基、見えるところでは。火災報知機も２か所設置してありました。スプリンク

ラーについては、ここには設置してあるのかどうか伺いたいと思います。また、火災報知機が

ありましたけれども、これは消防署へつながっているのかどうか。私が伺ったのは、宮司さん

のところへつながってるということで、消防署のほうはどうか聞いておりませんので、その辺

をお願いいたします。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 議員おっしゃいましたように、龍山八幡神社、こちらには消火器と屋

外消火栓設備として、消火栓、それから放水銃、動力ポンプが設置してあります。また、自動

火災報知機も本殿に設置してありますが、先ほど言われましたように、宮司さんのお宅に通報

する仕組みとなっております。消防署のほうへはつながっておりません。スプリンクラーにつ

きましても設置はしておりません。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 火災報知機も宮司さんもいつもいらっしゃるとは限りませんので、ぜひ、

消防署のほうへも、先ほど古保利薬師はつながってるというふうに、つながってないんですか

ね。警備会社へつながってる。それはそれでいいと思いますけれども、ここもそういった対応

が必要ではないかというふうに感じました。それと、放水銃についてでありますけれども、正

面と横にありました。私も三次の風土記の丘というのがありまして、県立の公園がありますけ
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れども、ここにも重要文化財があります。そこを見てみましたら、やはり同じように放水銃が

２基設置してありました。ここでは、その放水銃の横に非常に分かりやすく取扱説明がありま

した。４つの工程で。これ見ると、これなら私でもできるなと。専門家でなくても、とにかく

早く取りかからにゃいかんということでは、非常にいいなと思いました。この龍山八幡神社の

場合は、ちょっとよく分かりません。ちょっと素人ではどうしていいのか、そういうようなこ

とを感じましたので、こういうのをここにも、そういった分かりやすい取り扱いを、近くに看

板を備えたらどうかと思いますが、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 先ほど説明申し上げましたように、龍山八幡神社、こちらは１月の２

６日、文化財防火デーのときに訓練をしております。そういった初期消火に備えるということ

で訓練をしておるところでございますが、議員おっしゃいましたような操作の方法の案内板と

いうものはございません。また、参考にして考えていきたいと思います。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 私が龍山神社に行きましたのは１１月の１８日だったんでございますけれ

ども、そのときトイレをお借りしました。水が出ないなということで、じゃあ手を洗おうかと

思って、手洗いを開けようとしましたけど、手洗いも水が出なかったということで、凍結防止

にしてはちょっと早いなと思いましたし、多分、放水銃とは別系統の水道管ではないかと思い

ますけれども、ちょっと怖いなという感じがしましたけれども、その辺の点検は、先ほどは１

月２６日、定期的にやってらっしゃるというふうに聞いたんですけれども、ちょっとそこらの

辺、私が行ったときだけ、たまたまかも分かりませんけれども、そういった点検はもう少し頻

繁にやられたほうがいいんじゃないかと思いますので、そこらをお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 大朝支所長。

○大朝支所長（竹下秀樹） 龍山八幡神社のことですので、大朝支所からお答えします。龍山神社、

議員ご紹介のように、トイレは井戸水です。なお、下水を設置しましたときに、井戸水にはメ

ータをつけさせていただいておりますので、毎月１回、メーター等の異常があったときには担

当者のほうで確認をさせていただいてますし、今回も、ちょっと地元の方にお聞きしたところ、

今年ポンプの修理をされていたようでございます。消火栓のほうは、また別の貯水槽がありま

して、別系統となっております。ということで、定期的には点検させていただいているような

状況です。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 点検のほう、よろしくお願いいたします。それからもう一つなんですけれ

ども、重要文化財の場合、内部でありますとか周囲では、火災予防条例というのがありますけ

れども、これで喫煙であるとか、火の気があるようなたき火をしたり、バーベキューしたり、

それは禁止されております。その旨が表示、掲示板といいますか、放水銃の近くに掲示板があ

るんですけれども、年に１回は見てらっしゃると言われた割には読めません。ほとんど。そこ

らも、私、点検をずっとされてないんかなと思って、今質問してるんですけれども、先ほどは、

年に１回はやってるよということでありました。この中には、火災予防条例２４条の要約版が

書いてあるんですよ。これも大事だけど、それよりも、大きな禁煙とか火気取扱注意とか、何

かそういうほうが皆さんにアピールする力あるんじゃないかと、条例の一部を書いても、どう

かなというふうに思いましたけれども、その辺のご見解をお願いいたします。
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○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 火災予防条例で、確かに火の使用制限はかけております。議員おっしゃい

ますように、もう少し分かりやすく禁煙とか、そういったところ検討してまいりたいと思いま

す。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 大事な、この建物は、私が聞いた限りでは、厳島神社に次いで県内では古

い建物というふうに聞いておりますので、ぜひ、万全な防火対策のもとに後世に残していただ

きたいと思います。次に、樽床の民家について、質問書には書いておりませんけれども、質問

させてもらいたいと思います。ここには、消火器と火災報知機は設置してありました。その２

つということでありまして、ここにもスプリンクラーとか消火栓の設置が必要ではないのかな

というふうに思いました。特に消火栓とかないと、民家から離れた場所にありますので、もし

通報しても、そこに来るまでには何か終わってしまうなというような感じがありました。聖湖

がありますので、水はいっぱいあるんですけれども、その手立てが、近くにあったほうがいい

じゃないかなと思いました。私が見た限りなんで、もしかしたらあるかも分かりませんけれど

も、そこらのスプリンクラーの設置だとか消火栓の設置について、どうであるか、お聞きをい

たします。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 樽床の民家についてでございます。消防法によりまして、消火器と火

災報知機の設置の義務はありますが、屋外消防設備の義務がありません。そのために、おっし

ゃいますように、屋外には消火設備がございません。現在のところは、やはり樽床から水を引

くしか手段がないという状況になってます。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 設置義務がないということでありますけれども、まず、火災報知機があり

ました。これは、私が管理人の方に聞いたら、もし感知器があって、それで鳴るのは、古民家

の奥で鳴るんですね。そうすると多分誰も、お客さんがいらっしゃるときなら聞こえますけれ

ども、管理人さんは、奥の収蔵庫のところにいらっしゃいますし、聞こえるのは聞こえると思

いますけれども、先ほどの２つの施設がありましたように、そういった別のとこですね。警備

会社であるとか、消防署に鳴るように、今、通信回線ができておりますので、そんなに難しい

ことではないんじゃないかというふうに思いますが、いかがでしょうか。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） 現在のところは、おっしゃいますように警備会社、セコムとも契約を

しておりませんので、そういったところへの通報はできない状況にあります。今後、ちょっと

必要性について検討してまいりたいと思います。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 樽床民家では、日曜日には、囲炉裏がありまして、この囲炉裏に火を起こ

されるんだそうです。これ、多分茅葺きの屋根なんで、火をたいたほうが長持ちがするとかい

うことだと思うんですけれども、木造茅葺きで火を起こすというのは非常に火事になりやすい

要素がありますので、国の基準は満たしているとおっしゃいましたけれども、今以上の防火対

策が必要ではないかというふうに思いました。ここは雪で壊れまして、２億円かけて改築をさ

れまして、それで８月からオープンしておりますけれども、それだけの重要な建物でございま
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すので、ぜひ地元の方とも相談されまして、さらなる防火対策について、取り組みをお願いし

たいと思います。それで、次にスプリンクラーの設置をというのを何回も言いました。３つの

施設とも必要ではないかと思いましたけれども、基準にはないということでございますけれど

も、やっぱり私は設置が必要ではないかと思います。それで、ただ多額の経費がかかるという

ふうにおっしゃいました。今の財政状況、今日、先ほども財政規模を縮小していかないかんと

いうことで、非常に厳しいということでありましたので、国にその設置を要望してみるとか、

あるいは財源確保のためにクラウドファンディングとかふるさと納税、そういったことの取り

組みができないのか、そういったことで財源を確保できないかということをお伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 生涯学習課長。

○生涯学習課長（西村豊） スプリンクラーの設置ということでございます。先ほどから申し上げ

ておりますとおり、非常に高額であるということがあります。町の財政状況も非常に厳しい。

それから国の補助制度につきましても、現在、私どもの中では把握をしておりません。こうい

ったものがあっても、全てが補助ということではないということがあるために、困難ではない

かというふうに考えております。またクラウドファンディング、こちらにつきましても、やは

り資金の調達が高額であるというふうに考えますので、なかなか難しいのではないかなという

ふうに思っています。文化財につきましては、非常に大切なものでございます。管理の徹底、

それから消防訓練、そういった細かい細心の注意を払って、保護に努めてまいりたいというふ

うに思います。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） なかなか難しいということでありましたけれども、新聞報道等によります

と、比較はできないかも分かりませんが、首里城の再建のために、もう既に１２億円寄附が集

まったというふうに聞いてます。これも新聞ですけれども、地元の新庄中学校も寄附を集めて、

町内から寄附を集めて、修学旅行のときに持っていかれたというふうに載っておりました。こ

ういった重要文化財のファンの方というのはたくさんいらっしゃるんですよね。私が思った以

上にいらっしゃいます。例えば、古保利の薬師さんの仏像でもたくさんの方が見にいらっしゃ

るとありますので、そういった方のご協力を得るというのも、不可能ではないというふうに思

いますので、またご検討いただきたいというふうに思います。重要文化財については以上にし

まして、次に、消防署が発表されました平成３０年の災害状況報告、これは９月議会のときに

資料をいただきましたものでございますけれども、これによりますと、火災が３０年は２１件

発生して、死者が３名というふうにあります。平成２９年の１２件と比較いたしますと、大幅

に増加している。中でも芸北地域の件数が増加しているということでございましたけれども、

増加した原因と、どのように分析していらっしゃるのか。また、どのようなそれに対して対策

を打っていらっしゃるのか、お伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 火災発生件数について、消防本部のほうからご答弁を申し上げます。増加

の主な内訳としましては、たき火などの延焼によるその他火災が１件から４件で、３件の増。

車両火災が１件から４件で、３件の増。建物火災が６件から８件で、２件の増。林野火災が４

件から５件で、１件の増となっております。特に芸北地域での３件の車両火災が発生し、これ

が芸北地域での火災発生増の要因となっております。空気の乾燥した時期に実施したごみ焼き

などの延焼を拡大し、火災になっており、火災に対する危険意識が希薄なことが原因と分析し
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ております。対策につきましては、乾燥注意報が発令されましたら、防災行政無線及びきたひ

ろネットを積極的に利用した広報、それと火災多発期特別警戒、春とか秋の火災予防運動中の

車両を使用しての移動広報の実施、あと自主防災会、講習会などで防火意識の高揚を呼びかけ

ております。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 防火意識が薄いというのが原因ということで、広報に努めてらっしゃると

いうことで、町の広報紙を見ても毎回いろいろと載せていただいておりますので、ぜひ進めて

いただきたいと思います。それで、またスプリンクラーの話なんですけれども、重要文化財だ

けではなくて、人が多く集まる施設の初期消火にはスプリンクラーというのが効果的だと考え

ますけれども、その設置基準については、消防法等ではどのようになっているのか、お伺いい

たします。また、町内の設置状況についても、分かれば教えていただきたいと思います。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） スプリンクラーの設置基準でございますが、用途や面積によって細かく定

められております。社会福祉施設等で自力避難が困難な方、こうした方が入居しておられる施

設には、全ての施設へスプリンクラーの設置が義務付けられております。百貨店などは延べ床

面積が３０００㎡以上、集会所や旅館などでは延べ床面積が６０００㎡以上で設置が義務付け

られます。町内の設置状況ですが、千代田地域に１３施設、芸北地域に４施設、大朝地域に３

施設、豊平地域に６施設、合計２６施設で、いずれも社会福祉施設や病院、百貨店などが対象

となっております、全てこれらの施設には、スプリンクラーは設置されております。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 社会福祉施設を中心に２６か所ということでありましたけれども、先ほど

から、相当お金がかかるということでありました。私も近所にデイケアやっている施設があり

ますけれども、金がかかって、付けるのに相当金がかかるということで、ほかの方法とられた

んじゃないかと思いますけれども、どのぐらいかかるんですかね、規模では違うと思うんです

が。何百万とか何千万単位なのか。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 設置にかかる経費ですけど、これは規模によってもまるっきり変わってま

いります。どうしても何千万単位になることもありますし、あとは、今は認められているのが

特定施設水道連結型スプリンクラーというのがありまして、これは常時普通の水道、これから

つなぐような小規模な、どちらかというと建物なんですけど、こういった施設にはそういった

ものも今は使えるようになっております。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） それでは次に、消防署では、事業所などに対する火災予防査察というのが

行っておられるのかどうか伺います。また、行っておられましたら、その結果と対応について

はどのようになっているのか、伺いたいと思います。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 査察でございます。消防署では、年度ごとに査察指針を定めまして、５０

名体制で毎月１回、査察実施週間を定めて事業所の査察を実施しております。平成３０年度に

おける北広島町管内の査察実施状況は、事業所などの防火対象物、これを６２８件、危険物施

設１６０件、一人暮らし老人家庭２７３件を実施しました。査察において不備事項を認めた場
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合は、立入検査結果通知書を交付しまして、改善計画書の提出を求めます。そうして改善指導

を行っております。また改善通知書交付事業所につきましては、追跡調査を実施しまして、改

修されるまで指導を行っております。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 毎月１回ということで、年間で言いますと、先ほど言いました、多分千件

を超える件数をやってらっしゃるということでございました。ありがとうございました。次に、

住宅用の火災警報機でございますけれども、これは新築住宅については、平成１８年の６月か

ら、既存の住宅についても、平成２３年の６月から設置が義務付けられておりますけれども、

現在の設置状況について、まず伺います。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 住宅用火災警報機の設置状況でございますが、北広島町、これは令和元年

６月１日時点の調査でございます。北広島町の設置率は５４％で、全国８２．３％、広島県８

７．５％の設置率よりもかなり低い数字となっております。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 設置率の５４％ということで、全国、広島県と比べて低いということであ

りますけれども、私も町広報を見ておりましたら、設置しましょうと、義務付けられてますよ

というのは書いてあるんですけれども、なかなかそういうのをやられても半分ぐらいで、中に

は付けましょうというのと、これを付けてたために命が助かりましたという事例が載っており

ます。非常にいいことだなと思うんですけれども、これ８０とか９０に、１００に近づける必

要があると思うんですけれども、そのような取り組みはどのように考えていらっしゃいますか。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 設置率の向上なんですが、この調査が国の基準に基づきまして、無作為抽

出方式により行っております。最終的にその調査する世帯を決めるのは、調査担当の職員なん

ですが、先ほどから議員おっしゃいますように、うちの消防本部は、設置されている可能性が、

もう大である新築というか、建築後１０年未満であると思われる住宅、または共同住宅などは

もう調査の対象から外しておりますので、今設置率が低くなっているというふうに思っており

ます。その対策ですけど、今後もずっと民生委員協議会とか出向きまして、点検とかそういっ

た設置の推進も行っております。また、先ほどありました２９年から３０年にかけましては、

建物火災による犠牲者が出ましたもので、あんしん電話、それとか一人暮らし高齢者の世帯を

一斉に訪問しまして、住宅用火災警報機の設置の推進、そして設置の調査も行っております。

その結果は、そのときは８１．７％でした。ですから、そういったご家庭にはある程度、８

０％以上のものがついているのかなと思っております。今後も引き続いて、積極的に呼びかけ

ていきたいと思っております。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） よろしくお願いいたします。この関係でございますけれども、住宅用の火

災警報機も電池の寿命が大体１０年というふうに言われております。先ほどの義務付けられた

時期からいいますと、そろそろ交換時期が来ている家もあるんじゃないかと思いますけれども、

どのような指導されておるのか。ほかにも１０年を経過しますと、電子部品が劣化したり、日

常的な場所によりますけれども、汚れ等で目詰まりなどが起こって、火災を感知しないという

ことが起こるんだそうでありますけれども、この辺の指導については、どのようにされておる
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のか、お伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 消防長。

○消防長（石井雅宏） 住宅用火災警報機の寿命と言いますか、義務付けられてから１０年以上が

確かに経過しております。これは一般社団法人の日本火災報知機工業会というところなんです

が、電子部品、今議員おっしゃられましたように、寿命で感知しなくなる可能性が１０年を目

安としてくださいということで、本体を交換することを今推奨されております。そういった関

係で、広報とかいろんな面で、文字、広報きたひろしま、きたひろネットなんかでもいろいろ

やっておりますが、電池切れと、ほこりによる感知障害ですので、まず、引っ張っていただい

たりボタンを押していただいて、まず点検していただくと、こういうことを今呼びかけており

ます。そしてまた、あとは、ちょうど１０年、共同購入された地域もありますので、そういっ

たところには、また自主防災会、自治会を通じて、共同購入での交換のお願いをしようと思っ

ております。

以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） 広報等でお知らせされているということでありました。私もひもを引っ張

ってみましたら、正常ですというふうに言いましたんで、これは時々やってみないかんなとい

うふうに再認識したんですけれども、ぜひ広報等で周知をして、非常に役立つ、命を守るため

には役立つ設備だと思いますので、よろしくお願いいたします。次に、消防団員のことについ

てお伺いいたします。まず、日ごろから消防団員の方には、これからは、特に夜警等あります

けれども、町民の安全のためにご尽力いただきまして非常に感謝をしているところでございま

す。火災であるとか災害対応には、消防団員の存在というのは欠かせないと思いますけれども、

今、消防団員の定員というのは７９５人になっていると思いますけれども、現在員は何人いら

っしゃるのか、お伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 消防団員の関係ですので、危機管理課のほうから答弁いたします。

平成３１年４月１日現在でございます。７２５名でございます。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） ７２５人ということで、７０人の不足ということでございますけれども、

高齢化でありますとか、そういった人口減少によって、だんだん確保が難しくなってるんだと

思いますけれども、消防団員の任用については規則ですか、これでは町内に居住する者または

勤務する者というふうになっておりますけれども、町外に居住されて町内に勤務されている、

そういった消防団員の方は現在いらっしゃるのかどうか、お願いいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 現在把握しておりますのは３名でございます。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） ３名ということでございました。先ほど申しましたように、高齢化である

とか、人口減少によって、これから、さらに消防団員の確保は困難になってくるのではないか

というふうに思います。そこで、消防団員の募集を町内の事業所にもお願いしてはどうかと、

既にされているかもわかりませんけれども、どうかと思います。そこをお伺いしたいのと、事

業所から出していただくと、昼間しか活動ができないと思いますけれども、業務の支障になる
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と思うんですけれども、そこらでもし、事業所から出された町外に住む方がなられたときに、

その事業所に対する何か特典とか、そういったものがあるのかどうか、お伺いいたします。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 消防団員のことでございますが、現在消防団員の勧誘、現消防団員

の勧誘により団員を確保しておる状況でございます。ご提案いただきました事業所への依頼も

募集方法の一つとして、今後の参考とさせていただきます。それと、消防団員を従業員にお持

ちの事業所では、表示制度というのがございまして、消防団員の活動に協力をいただいておる

ところでございます。その協力いただいた事業所については、入札であるとか、そういう関係

のもので、こういう表示制度を使っていますよということで、意見をもらうという機会がござ

います。以上です。

○議長（宮本裕之） 大林議員。

○１５番（大林正行） ぜひ、これから消防団員の方の役目というのも重要になってくると思いま

すので、ぜひ定員確保できるように、さまざまな取り組みをお願いをいたしまして、私の質問

を終わりたいと思います。

○議長（宮本裕之） これで、大林議員の質問を終わります。暫時休憩いたします。５０分から再

開いたします。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ２時 ４０分 休 憩

午後 ２時 ５０分 再 開

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

○議長（宮本裕之） 再開いたします。次に、１２番、服部議員。

○１２番（服部泰征） １２番、服部泰征です。さきに通告しております、災害避難所の運用と状

況は、ということで災害避難所を中心に質問していきます。日本は、災害大国と呼ばれるほど

大変災害の多い国です。また近年は、想定外と呼ばれる災害が多発しており、国をはじめ各自

治体や民間企業においても、これまでとは異なった対策が求められています。内閣府の防災担

当が出している避難勧告等に関するガイドラインが平成３１年３月に改定され、住民は、自ら

の命は自らが守るという意識を持ち、自らの判断で避難行動をとるとの方針が示されました。

また、この方針に沿って、自治体や気象庁などから発表される防災情報を用いて、住民がとる

べき行動を直感的に理解しやすくなるよう、５段階の警戒レベルを明記して、防災情報が提供

されることとなりました。気象庁のホームページを調べてみると、次のように書かれています。

これについては、ご存じの方もいらっしゃると思いますが、念のため、確認のため言ってみた

いと思います。自治体から、警戒レベル４である避難勧告や警戒レベル３である避難準備、高

齢者等避難開始などが発令された際には、速やかに避難行動をとってください。一方で、多く

の場合、防災気象情報は、自治体が発令する避難勧告等より先に発表されます。このため、避

難が必要とされる警戒レベル４や高齢者等の避難が必要とされる警戒レベル３に相当する防災
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気象情報が発表された際には、避難勧告等が発令されてなくても、危険度の分布や河川の水位

情報などを用いて自ら避難の判断をしてください。避難に当たっては、あらかじめ指定された

避難場所へ向かうことにこだわらず、川や崖から少しでも離れた、近くの頑丈な建物の上層部

に避難するなど、自らの判断で、その時点で最善の安全確保行動をとることが重要です、とな

っています。また、北広島町のホームページでも、災害時の避難に際し、最も大切なのは各家

庭で決めておく避難場所です。町指定の避難施設に捉われることなく、自主的に避難したり、

緊急に身の安全を守るため、親戚や知人、隣人宅を含めた我が家の避難場所を決めておきまし

ょうと書かれています。このように、身を守る上で最も大事なのは早めの避難であり、いち早

く避難所へ行くことが推奨されています。そこで、まずは、近年の災害状況について伺います。

大きな豪雨災害となった平成２９年以降、北広島町において警戒レベル３以上の災害は何回あ

ったのでしょうか。また、その際に設置された避難所は何か所になるでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 避難所の関係ですので、危機管理課のほうから答弁させていただき

ます。本年５月に運用開始し始めた警戒レベルですが、警戒レベル３相当、避難準備、高齢者

等避難に該当する災害の回数ということでございますが、平成２９年は２回、避難所は２１か

所、平成３０年は１回、避難所は３３か所。本年は４回、避難所は２８か所、これを開設して

おります。以上です。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 大体、年々２０か所、３０か所以上開設されるということで、その避難所

を開設するに当たり、その開設はどのように決定されるんでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 避難所開設の決定はということでございます。まず、台風や大雨が

夜中に降ることが、事前に判断できる場合にあっては、明るいうちに避難できるよう、主な避

難所４施設を事前に開設をいたします。そのほか、雨の状況で、高台にある運動公園、学校な

どの避難所等を開設をしていきます。さらには、地域の自主防災組織や自治会、指定管理者に

より自主的に開設されており、一例ですが、大雨警報が発令されましたら、避難所の開設をす

る基準を設けておられる自主防災組織などもございます。以上です。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） いろんな方が開設しておられると思うんですが、避難所を開設する際の手

順、全て細かくは難しいと思うんですが、大まかには、こんな形をされているということが分

かれば言ってください。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 開設の手順としましては、気象台や県からの気象情報の提供を受け

て、避難所を開設すべきかどうかを判断をしております。その後、警報が発令されましたら、

あらかじめ決めております避難所の当番、これに連絡をして、主な避難所４施設の開設を指示

をします。避難所当番は、避難所の準備を行い、きたひろネットと防災行政無線で避難所開設

の広報を行うというようなことになっております。警戒レベル３というのが大雨警報ですが、

これが警戒レベル３相当となりまして、こちらでいえば、避難準備、高齢者等避難とか、そう

いう判断を警戒レベルを判断しながら、避難のほうも手順を踏んでいくということになってお

ります。以上です。
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○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 先ほど言われた４名というのは職員の方ですかね、それとも地域の方。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） ４施設をまず開設をしますよということです。避難所当番につきま

しては、各支所にそれぞれ２名、本庁も２名ということでございます。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） それは職員ということで、自治会の地域の方が開設するということもある

ということですかね。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） そのとおりでございます。町の職員が、まずは４施設の開設を行い

ますが、それ以前に自主防災組織のほうで判断されて開設する場合もございますし、町のほう

の４施設、その後に開設をされる場合もございます。以上です。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 連絡体制というのも重要になってきます。きたひろネット未加入の方や携

帯電話を持たれていない方もいらっしゃいます。避難所を開設した後の周知方法というのはど

うなっているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 避難所の周知方法でございます。きたひろネットの放送、それから

携帯電話の登録メールの関係での発信、それと防災行政無線以外ということでございますが、

広島県が県内全域に整備をしております広島県防災情報システム、こちらのほうにより、Ｌア

ラート機能で、テレビにテロップ表示をされております。これ民放、それからＮＨＫのほうで

避難所の表示もされてくるものでございます。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） それは外国語とか、そういった方にも対応されていると考えていいですか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） ちょっとしっかり把握をしておりませんが、外国語対応を進めてお

られるテレビ放送もあると聞いております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 町内で連絡する場合は、町内の放送からは外国語とかの対応はされている

でしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 現在のところは外国語対応をしておりません。多言語対応というの

は、全国的にも徐々に進んでおるところだと認識はしております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 多言語、そうですね。今は外国人の方も増えてますし、また、耳の聞こえ

ない方などは手話も必要となってきます。これは、やはり近い将来対応していくということで、

こちら考えてていいですか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 多言語対応でございますが、今、いろいろなシステムもございます。

研究をしながら検討を進めていきたいというふうに今思っております。
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○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） できるだけ早めにそういった事故のないように対応していただきたいと思

います。また町内なんですが、高齢化も進んでいます。介助が必要な方などの把握はされてい

るんでしょうか。また、そのような介助が必要な方が、避難される場合どのような手段をとら

れるんでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 北広島町ですが、避難行動要支援者名簿、これにより支援が必要な

方を把握をしております。この名簿については、必要に応じて地域の自主防災組織などにも提

供しておるところでございます。それから、支援が必要な方の避難方法につきましては、まず

は家族、親族、そして地域住民などの共助により避難されることが望ましく、地域の自主防災

組織や自治会などを集めた研修、または出前講座でお願いをしております。以上です。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 周知を図られるということで、安心しました。それでは、次に避難所の状

況について伺います。北広島町のホームページを調べると、令和元年１１月２５日、この一般

質問通告した現在の時点では、町内の避難施設として、芸北が２７か所、大朝が２０か所、千

代田が２７か所、豊平が１８か所の合計９２か所となっています。そこで問います。この情報

に間違いはないでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 間違いはございません。指定避難所は長期間避難することとして、

地域の避難所を指定しているものでございます。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） それでは、この避難所となる建物についてなんですが、面積とか設備、そ

れから一番近い民家との距離などの決まりはあるんでしょうか。また、耐震とか防火等の基準

をクリアしているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 面積は、被災者を滞在させるために必要かつ適切な規模であること、

設備は、被災者を受け入れ、または生活関連物資を被災者に配布することが可能な構造、また

は設備を有するものであることとされております。民家との距離の決まりはございませんが、

隣に倒壊しそうな建物があるのは望ましくございません。耐震の基準につきましては、全ての

指定避難所のうち、学校及び体育施設等は耐震基準を満たしております。一方で、集会所など、

これらの建造物について把握できていないものもございます。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 一部は、耐震とかは対応しているということなんですが、対応しないとこ

ろもあると。今後は、そういったとこで二次災害が起こり得るかもしれませんので、そういっ

たところは改善していくとか、調べていくということは、今後されていく予定はあるでしょう

か。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 定期的な施設からの報告もございますが、これは、定期的に避難所

の確認というのが必要でございますし、見直しというのも考えております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。
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○１２番（服部泰征） 見直しということで、定期的に行っていただきたいと思います。それでは、

その各避難所なんですが、修繕が必要なところはあるでしょうか。また、その修繕が必要とさ

れる場合、修繕計画というものはどうなっているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 危機管理課のほうですが、修繕の必要がある施設について、現在把

握をできておりません。施設の管理者において、計画的に維持管理していくことが望ましいと

考えております。なお、避難所に支障がある場合は、避難所の変更を行うなど、随時対応して

いきます。以上です。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 把握してないということなんですが、細かくは言いませんが、私も行った

こともあるんですが、某施設で雨漏りしてるとか、そういったのは聞いてます。そういった施

設で、やはり避難所としてどうなのかなというのもありますので、そういったことは確認して

直していくべきだと思うんですが、今後はどうされますか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 施設の管理者、こちらと連絡をとりながら、修繕の必要のあるもの

は、計画的に修繕をしていく方向性を協議をするということでございます。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 私もよく後から、あそこ雨漏れてたよと聞くので、やはりそういったこと

は減っていくようにならないと、避難も進まないと思いますので、定期的に進めていただきた

いと思います。それでは、各避難所の耐用年数についてなんですが、耐用年数を超過している

建物というのはないでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 指定避難所における耐用年数については、現時点で超過している施

設が２０施設、超過していない施設が４２施設、不明が３０施設でございます。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 超過もかなりあるということで、これは仕方ないんですが、修繕していく

か、または公共施設削減ということから削って、統合していくのか、そういった計画というの

は、今後どうなっていきそうですか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） こちらのほうは、計画のほうは、現在危機管理課のほうでは対応し

ておりませんが、施設の管理、計画については、計画がまとまっているかということでござい

ますが、これ、財政課のほうで施設管理のほうをしております。

○議長（宮本裕之） 財政課長。

○財政課長（植田優香） ２８年に公共施設等総合管理計画を策定いたしましたが、現在、個別の

施設についての個別施設計画を策定中でございます。これについては、まだ策定中ということ

で、まだ公表できるものとはなっておりませんが、その中で、修繕、計画とまでいくかどうか

は分かりませんけど、修繕の必要性とか、それから公共施設の、先ほど議員おっしゃったよう

な公共施設のあり方、その施設のあり方についても計画を立てていく予定にしております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） さっきも言いましたが、そこに入って、またけがとかをしてはいけないの
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で、やはり超過しているものもあるということですし、これからもずっと使うんであれば、計

画をきちんとして、説明等していただきたいと思います。それでは、その避難所なんですが、

洪水とか土砂災害の警戒エリアに入っている施設というのはないでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 警戒エリアに入っている施設ということでございますが、こちらの

ほう、あります。指定避難所では、地震、土砂、洪水と災害種別を分けております。それと、

全てに対応できる施設についてと、または一つ、または二つの災害の種別に対応できる施設が

ございます。浸水想定エリアの施設であれば、洪水に不適であり、土砂災害警戒区域にある施

設は、土砂災害に不適と考えております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 基準はそのように設けてあるということなんですが、大事なのは、使う方

が知っておられて、地域の方も知っておられて、ちゃんと運用できるかだと思うんですけど、

その辺というのは、地域の方もご存じで、また周知とかどのようにされているんですか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） これ危機管理課のほうには、そういう種別のほうがまとめておりま

す。地域のほうに説明に行くということと、避難所に、避難所の表示はしておりますが、そち

らの表示に、災害種別についてのまるばつ、または、これは可能ですよという表示をする予定

としております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） ということは、現段階では分からずに来られる場合もあり得るということ

ですね。そしたら、それは急ぐべきと思うんですが、どう思いますか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） その表示と説明、それからホームページでの公表について、現在計

画的にやっておりますので、これは進めてまいりますし、早急にやろうと思っております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） また、計画エリア外とかって、最近問題になっているんですけど、北広島

町は、そういったようなものはどうなんですか、計画エリア外で起こりそうな箇所とかという

のは、今ありそうですか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 計画エリア外の災害ということでございますが、広島県内でも、平

成３０年７月豪雨でも急でないところが、土石流が起きたりとかいうことがございます。その

地域よりも北広島町は、山や谷間が多いということを考えますと、そういう場所はあるという

ふうに認識しております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） ホームページ見たら、そういったことも書いてあるんですが、今後、そう

いったことで調査もして、増える可能性もあるという認識でよろしいんですか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 土砂災害警戒区域については、県のほうが調査をしまして、県内、

今年度中に全てが、一応一回は終わります。その後に、再調査というのは随時行っていきます

ので、その関連からいうと、土砂災害計画区域が増えていったりすることは考えられます。
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○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 今回も警戒エリア外ということで問題になってますので、やはりその辺は

きちんと認識を持って進めていただきたいと思います。災害大国と呼ばれる日本ですが、避難

所の環境は、世界でも最低レベルと言われています。避難所などの環境については、紛争や災

害の際の避難所の環境水準について定めた、国際基準であるスフィア基準というものがありま

すが、そこでは、１人当たりの居住スペースというのは３．５㎡、およそ畳２畳分以上、それ

から天井の高さは２ｍ以上、トイレは２０人に１つ、男女比１対３の割合で設置などが基準と

して示されています。これに対応するため、日本でも段ボールを使った組立式の簡易ベッドを

導入して広いスペースを確保したり、それから、持ち運びできる簡易的なそういった簡易トイ

レというのを準備したりするなど、工夫を凝らしているところもあると聞いています。欧米で

は、エアコン、ベッド付きのテントが設置されて、家族単位で使えるような対策をしていると

ころもあると聞いています。この北広島町もそうだと思うんですが、小規模な地方自治体で、

すぐにここまでの整備というのは難しいと思うんですが、避難所の環境というのが整っていな

いと、避難をするのをためらってしまいます。悪い部分は少しずつでも改善していく必要があ

ると思いますので、問います。避難の季節というのが夏や冬の場合、空調設備がないと体調管

理が厳しくなります。各避難所において、エアコンなどの設置、設備というのは、どうなって

いるでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 避難所の地域状況により設置されているところもありますが、ない

ところも多い状況でございます。災害時でございますが、設備や食糧など要望を取りまとめ、

対応を行うこととしておりまして、夏場はクーラー、冬場は暖房器具を必要な場所へ持参し、

設置することとします。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） ということは、後付けできるようなクーラーとか、それから暖房器具とい

うのは、ある程度備蓄されているということでよろしいですか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） こちらのほうは、応援協定、量販店とか結んでおりますが、備蓄し

ているものとしては、数が足りないというふうには認識しております。今後、こちらのほうは

研究をしていきたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 次に、トイレなんですが、トイレについても、介助のいる方とか障害を持

たれている方とか、障害者が使う洋式トイレというのは、もちろん必要なんですが、衛生面か

ら、和式トイレが必要という方もいらっしゃいます。また避難者数が多い場合、数が不足する

ため、水分を控える方も多いと聞きます。町内の状況について伝えてください。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 建築された時代に応じまして、さまざまなタイプのトイレが混在を

しております。ですので、災害時には、簡易トイレの配置というのが必要になってくると思っ

ております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） その簡易トイレというのは、今まで設置されたというのがありますか。
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○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 町内で発生した災害について対応したことはございません。他地域

に行った際には、簡易トイレというのが、後からですが配置されて、その避難所の運営をして

いくということになります。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） ないということなんですが、これからはあるかもしれません。もし、その

簡易トイレが必要になった場合というのは、どういうふうに持ってきて、運用はされるんでし

ょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 県と連携をとりまして、簡易トイレの手配とか、そういうことをし

ていきたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） それでは、しっかり計画をして、設置できるよう進めていただきたいと思

います。次に行きます。プライベートな空間のない状況では、人による被害もあると聞きます。

段ボールベッドや仕切り、簡易テントなど、プライバシー確保への取り組みや防犯対策はされ

ているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 防犯対策、プライバシーの確保など、中長期にわたる避難が生じた

場合には、避難者の立場に立って必要な対策を行っていきます。なお、備蓄品としまして、間

仕切り壁１０部屋分２０セットが備蓄をしております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 今、町内にあるのはそのぐらいということで、必要に応じて行っていくと

いうことでよろしいですかね。では、救助や復旧など、地域の被災現場の総指揮をとり、また、

国や関係機関などとの連絡、調整に当たる災害対策本部が設置される自治体の庁舎は、ＢＣＰ

と呼ばれる業務継続計画というのを策定して、大規模災害時でも業務が遂行できるよう求めら

れています。私が調べた範囲では、自治体のＢＣＰとして、（１）首長不在時の明確な代行順

位及び職員の参集体制、（２）本庁舎が使用できなくなった場合の代替庁舎の特定、（３）電

気、水、食糧等の確保、（４）災害時にもつながりやすい多様な通信手段の確保、（５）重要

な行政データのバックアップ、（６）非常時優先業務の整理、の６つが挙げられています。特

に、自治体の庁舎は電源がない状態になった場合でも、一定期間の業務の継続性、業務持続性

が求められます。もし、この自治体庁舎がブラックアウトに陥った場合は、相当な混乱が起こ

ることは安易に想像できるため、国は、災害対策基本法に基づく防災基本計画の中で、防災中

枢機能を果たす自治体庁舎や指定避難場所、それから災害の拠点病院などの施設などについて、

代替エネルギーシステムの活用を含め、自家発電設備等の整備を図り、十分な期間の発電が可

能となるといった準備を各自治体に呼びかけているようです。この停電なんですが、近年でも

非常に多発しています。２０１８年９月には、北海道胆振東部地震が原因で道内全域の停電が

ありました。また２０１９年９月には、台風１５号が原因で発生した千葉県、茨城県を中心と

した大規模停電、これも記憶に新しいところです。そこで問います。この北広島町において、

ＢＣＰ、業務継続計画は、策定されているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。
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○危機管理課長（野上正宏） ＢＣＰ、業務継続計画、こちらのほうは策定しております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 作成されているということで、それでは、この北広島町役場の庁舎や各支

所、また災害時に多くの方が利用する拠点施設において、自家発電装置や上水の代替となる井

戸水等の設置というのはされているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 自家発電設備については、芸北支所以外の庁舎は設置をしておりま

す。芸北支所については、発電機を活用し、対応することとなります。井戸水ですが、本庁に

はございますが、他の支所にはございません。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 自家発電、もしなった場合なんですが、どのぐらい持つもんなんですか、

自家発電自体で。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） この本庁舎ですが、４８時間だと記憶しております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） ４８時間、結構短いですかね。大体、もうちょっと長く持たせろみたいな

ことを新聞でも読んだ気がするんですが、また、ほかの支所で分からないということは、一日

で切れるかもしれないし、二、三時間の場合もあるということですか。

○議長（宮本裕之） 大朝支所長。

○大朝支所長（竹下秀樹） 大朝支所からお答えします。燃料の補給ができれば、かなり時間は可

能ですけども、燃料の補給ができなければ、数時間でということになります。以上です。

○議長（宮本裕之） 豊平支所長。

○豊平支所長（益田智幸） 豊平支所も同様の状態でございます。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 燃料の補給ということは、ディーゼル型ということで、電気とか蓄電して

ないということですね。それは更新時期というのは大丈夫なんですか。今、まだまだ耐用年数

はあるということで。

○議長（宮本裕之） 豊平支所長。

○豊平支所長（益田智幸） 定期的に点検を行っております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 分かりました。それで、井戸水はないということなんで、もし水が枯れた

ときであれば、タンクとかを持ってくるという認識でよろしいですか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 給水の態勢を整えるということで、タンクを持ってくることになろ

うと思います。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） お金もかかることですので、全部整備せえとは言えないんですが、なかな

か厳しい状況というのは分かりました。それでは、現在建設が予定されている北広島町まちづ

くりセンターの防災機能、これはどのようになる予定でしょうか。

○議長（宮本裕之） 企画課長。



- 53 -

○企画課長（砂田寿紀） まちづくりセンターでございますが、基本的に避難所として利用できる

ような諸室のレイアウトということで、させていただいておりますので、避難所として使える

ように、それから用品の備蓄庫を設けるということで、対応させていただこうと思っておりま

す。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） それは、それなりに自家発電とか、エネルギーが来なかった場合、それと

か、水の関係とか、そういった対策もされるということで、それなりの収容人数もあると思っ

ていいですか。

○議長（宮本裕之） 企画課長。

○企画課長（砂田寿紀） 避難所ということでございますが、全てが満杯になるということは、当

然想定はしておりませんが、自家発電装置も備えております。それから水につきましては、特

に備蓄をしているという状況ではございません。上水でございますので、ある程度停電になっ

ても対応できているということが前提になろうかと思います。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 近年の大きな災害を鑑みると、災害時に役立つ設備や備品を有する町内外

の民間の施設や企業、個人との協力体制もますます必要になってくると思われます。そこで問

います。障害のある方や高齢者が使う福祉避難所というものはあるでしょうか。また、それは

ある場合、どのような運用を決められているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 福祉避難所は、町内４か所を指定しております。対象者は、高齢者

や障害者、妊産婦、乳幼児、病弱者などで、一般の避難所生活に困難を来す要援護者等として

おります。一般の避難所に避難してきた方の中に、福祉避難所の対象となる方がおられた場合

は、福祉避難所開設を判断し、開設要請書で開設を行います。なお、福祉避難所の開設期間は、

発災後から７日以内とされております。以上です。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） その福祉避難所なんですが、やはり職員だけで、その避難されてきた方を

ケアするというのは相当難しいと思います。来られた場合、その施設の職員への対応というか、

人のバックアップみたいな、そういったのはどうなっているんですか。

○議長（宮本裕之） 福祉課長。

○福祉課長（細川敏樹） 福祉避難所の運営のことでございますので、福祉課より答弁申し上げま

す。先ほど、危機管理課長申し上げましたように、町内に４か所ございます。町との協定に基

づいて、協定を結んでおるところでございます。具体的には町内旧４町ごとに、４地域にあり

ます特別養護老人ホームでございます。職員の対応についてでございますが、基本的には避難

する方は、先ほど申し上げたような方でございますけども、可能な限りご家族の方同伴という

ことで、そちらに避難所のほうに行っていただくということで、見守りであるとか、看護、介

護等はご家族の方で行っていただくのが基本でございます。災害時、あるいは災害発生のおそ

れがあるときでございますので、福祉避難所の職員の方は、そこに入居されておる長期入所、

短期入所等の方の安全確保、こちらのほうを第一優先として考えていただくということで、職

員の方に、その避難者の対応をしてくださいということまでは、協定では求めておりません。

以上です。



- 54 -

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 分かりました。それでは災害時の避難所として、例えば、商業施設の一部

をお借りしたり、空き家等の活用も考えられます。検討はされているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 商業施設についてでございます。避難場所として、ショッピングセ

ンターの駐車場のほう指定をしております。また、広島北部農業協同組合千代田支店とも協定

を締結しておりまして、避難所及び非常食の備蓄について、協力体制を構築しております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） きれいな空き家とか、そういったのはないですね、家族単位に貸すとか、

そういったのは考えられてますか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 現在、空き家等の避難所というのは考えておりません。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 先ほどちょっと触れていただきましたが、避難所での生活には水や食糧の

ほか、衣服やトイレットペーパーなどの消耗品も必要になってきます。提供してくれる企業と

の連携、何社ぐらいあって、今まであったと思うんですが、どのぐらいあったか、教えていた

だけますか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 町内の量販店、事業所と、飲食物を宅配する業者１社、こちらと協

定を結んでおります。資機材や食材についても、有事の際に対応できる体制を構築しておるも

のでございます。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 蓄電池を設置して、電気自動車から電気を引くことを始めたところもあり

ます。非常時に企業や個人が所有している電気自動車や蓄電池をお借りするなど、さまざまな

方法を取り入れていくことは考えられているでしょうか。

○議長（宮本裕之） 危機管理課長。

○危機管理課長（野上正宏） 電気自動車で避難所などの電気を補う方法などは有効な方法である

と考えております。今後の技術革新を見極めながら研究をしたいと思っております。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 今から電気自動車普及してきますし、町のほうでも使用されているので、

そういったのをできるだけ有効活用していただきたいと思います。それでは、以上を踏まえ、

今後の方針について町長に問いたいと思います。災害対策は待ったなしの状況です。今質問し

ましたが、施設とか、それから自家発電などもなかなか老朽化が進んでいるのもあると思いま

す。財源が非常に厳しい中ではありますが、今後どのように災害への対策を進めていくでしょ

うか。

○議長（宮本裕之） 箕野町長。

○町長（箕野博司） 本町も３年連続で災害、被災をしているということもあります。毎年のよう

に、これからも発生する可能性もあるということで、この災害対策はしっかりとやっていかな

ければならないというふうに思っております。自分の命は自分で守る自助、それから、地域で

守る共助、そして、公的支援による公助、この３つの助けを基本に防災対策を進めていきたい
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と考えております。まずは、基本となるのは自助ということで、災害の種類、あるいは程度等

によっても行動のパターンが変わってくるということでありますので、そういったことも踏ま

えて、危機管理課を中心に出前講座等もしてもらってますが、自主防災組織等の充実も図りな

がら、研修等もしながら、進めていきたいというふうに思っております。いずれにしても、こ

うした計画づくりなり、防災訓練等も必要になってくるんだろうというふうに考えているとこ

ろであります。

○議長（宮本裕之） 服部議員。

○１２番（服部泰征） 先ほども言いましたが、近年では、警戒エリアに入ってない場所でも浸水

するなど、被害が発生しています。また、町内でも、今から修繕が必要な施設も多々あります

し、定期的な計画の見直しも生じてくると思います。地域住民の方と行政、その他民間とか、

さまざまな機関が協力して、想定外の事態でも最小限の被害に対応できる、そういった体制が

整うことを希望しまして、私の質問を終了いたします。

○議長（宮本裕之） これで、服部議員の質問を終わります。お諮りします。本日の会議は、この

程度にとどめ、明日１１日に延会したいと思いますが、これにご異議ありませんか。（異議な

しの声あり）

○議長（宮本裕之） 異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会といたします。なお、明日

の会議は午前１０時から、本日に引き続き一般質問を行います。

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～

午後 ３時 ３６分 散 会

～～～～～～～～ ○ ～～～～～～～～


